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２０２３（令和５）年８月１日 ＝第１４９９号＝
毎月１・１５日発行伊
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広報
人口●１９６，２４３（－８２９） 世帯数●８３，８３９（＋５４８）
２０２３年７月１日推計 （ ）は前年７月１日比 市ホーム

ページへ発行・伊丹市広報・シティプロモーション課
〒６６４‐８５０３兵庫県伊丹市千僧１‐１ ☎０７２‐７８３‐１２３４（代表） ファクス０７２‐７８４‐８１０７（広報・シティプロモーション課） ホームページ https://www.city.itami.lg.jp

８月２６日㈯午後７時半～８時半（荒天中止）、
猪名川神津大橋南側河川敷（口酒井蔵ケ淵地先）
で、「第４３回いたみ花火大会」を開催します。今
年のテーマは「Re いたみ」。新しいスタートを
切る気持ちをイメージしています。夏の夜空に色
鮮やかに輝く花火をお楽しみください。問い合わ
せは、市空港・にぎわい課�７８４-８０６８へ。

第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみ花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみ花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会
８８月月２２６６日日㈯㈯午午後後７７時時半半かからら（（荒荒天天中中止止））
当日の開催状況は

▷市ホームページ▷有料の自動音
声案内�０５０-３６６５-９６４７（当日午
前１０時～午後８時）で確認を。

交 通 規 制 図
規制時間午後５時半～１１時

おおおおおおおおおおおおおおおお
うううううううううううううううう
ちちちちちちちちちちちちちちちち
でででででででででででででででで
観観観観観観観観観観観観観観観観
覧覧覧覧覧覧覧覧覧覧覧覧覧覧覧覧
ララララララララララララララララ
イイイイイイイイイイイイイイイイ
ブブブブブブブブブブブブブブブブ
配配配配配配配配配配配配配配配配
信信信信信信信信信信信信信信信信

ユ

ー

チ

ュ

ー

ブ

Y
ouT

ube

（
下

二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
読

み
取
り
可
）
で
「
お
う

ち
de
い
た
み
花
火
大
会
」
を
ラ
イ
ブ

配
信
し
ま
す
。

公公公公公公公公公公公公公公公公
共共共共共共共共共共共共共共共共
交交交交交交交交交交交交交交交交
通通通通通通通通通通通通通通通通
機機機機機機機機機機機機機機機機
関関関関関関関関関関関関関関関関
のののののののののののののののの
利利利利利利利利利利利利利利利利
用用用用用用用用用用用用用用用用
をををををををををををををををを

会
場
付
近
に
は
駐
車
場
が
あ
り
ま

せ
ん
。
公
共
交
通
機
関
の
利
用
を
お

願
い
し
ま
す
。

市市市市市市市市市市市市市市市市
ババババババババババババババババ
スススススススススススススススス
うううううううううううううううう
回回回回回回回回回回回回回回回回
運運運運運運運運運運運運運運運運
行行行行行行行行行行行行行行行行

同
日
、
市
バ
ス「
岩
屋
循
環
線（
２２

系
統
）」
は
、
神
津
大
橋
周
辺
の
交

通
規
制
と
こ
れ
に
伴
う
渋
滞
の
た

め
、「
阪
急
伊
丹
午
後
４
時
４０
分
発

〜
最
終
便
」
が
う
回
、
一
部
で
運
休

し
ま
す
。

ま
た
「
空
港
線
（
２５
系
統
）」
も

一
部
運
休
し
ま
す
（
他
の
系
統
で
遅

延
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）。

問
市
交
通
局
�
７８１
・
３
７
５
１
。

古古古古古古古古古古古古古古古古
本本本本本本本本本本本本本本本本
市市市市市市市市市市市市市市市市

同
日
午
後
４
〜
８
時
半
、（
い
た

み
花
火
大
会
中
止
時
は
７
時
ま

で
）、
東
有
岡
ワ
ー
ク
ハ
ウ
ス
（
東

有
岡
４
）
で
。

５
時
半
か
ら
は
夜
店
も
あ
り
。

前
日
ま
で
に
古
本
市
で
販
売
す
る

本
の
提
供
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
東
有
岡
ワ
ー
ク
ハ
ウ
ス
�
７８３
・

９
８
８
５
。

「
Ｓ
Ｃ
Ｅ
Ｎ
Ｅ
」を
リ
リ
ー
ス
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太太太太太太太太太太太太太太太太太太太太太太太太太太太太太太太太
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ダ

６
月
１４
日
㈬
、
伊
丹
大
使
の
Ｄ
ａ

イ

ス

�
ｉ
Ｃ
Ｅ
花
村
想
太
さ
ん（
写
真
左
）

が
市
役
所
を
訪
れ
、
藤
原
市
長
と
対

談
し
ま
し
た
。
シ

ー

ン

ア
ル
バ
ム
『
Ｓ
Ｃ
Ｅ
Ｎ
Ｅ
』
を
聴

い
た
藤
原
市
長
か
ら
収
録
曲
の
『
ダ

ン
デ
ラ
イ
オ
ン
』
に
つ
い
て
「
作
詞

・
作
曲
で
は
、
何
か
具
体
的
な
イ
メ

ー
ジ
が
あ
っ
た
の
で
す
か
」
と
尋
ね

ら
れ
る
と
「
夢
を
追
い
か
け
て
い
る

人
を
タ
ン
ポ
ポ
に
例
え
て
い
て
、
そ

の
追
い
か
け
て
い
る
人
た
ち
の
間
を

く
ぐ
り
ぬ
け
て
た
ど
り
つ
か
な
き
ゃ

い
け
な
い
景
色
が
あ
る
と
思
う
。
綿

毛
は
夢
。
風
に
乗
っ
て
広
が
っ
て
い

く
け
れ
ど
、
そ
れ
は
一
人
じ
ゃ
次
の

場
所
に
行
け
な
い
と
か
、
思
っ
た
場

所
で
咲
け
な
い
こ
と
も
あ
っ
た
り
。

自
分
の
夢
を
叶
え
ら
れ
な
い
人
も
い

れ
ば
、
偶
然
自
分
の
咲
き
誇
れ
る
場

所
で
花
を
咲
か
せ
る
こ
と
が
で
き
る

人
も
い
る
、
そ
う
い
う
世
界
観
を
想

っ
て
作
り
ま
し
た
」
と
話
し
ま
す
。

ま
た
、「
こ
れ
は
応
援
歌
？
」
と

の
問
い
に
「
応
援
歌
で
あ
り
自
分
自

シ

ト

ラ

ス

身
も
『
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｒ
Ｕ
Ｓ
』
が
出
た
後

に
Ｄ
ａ
�
ｉ
Ｃ
Ｅ
を
も
っ
と
大
き
く

し
て
い
き
た
い
と
い
う
気
持
ち
を
鼓

舞
す
る
感
覚
で
書
い
た
曲
で
す
」
と

想
い
を
語
っ
て
く
れ
た
花
村
さ
ん
。

対
談
の
中
で
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の

デ
ジ
タ
ル
化
な
ど
に
つ
い
て
話
を
聞

く
と
「
最
先
端
で
す
ご
い
。
伊
丹
は

大
阪
に
も
す
ぐ
に
行
け
る
し
、
自
然

も
あ
る
し
住
み
や
す
い
ま
ち
で
す
よ

ね
。
し
か
も
イ
ベ
ン
ト
も
多
い
！
」

と
住
ん
で
い
た
頃
を
思
い
出
し
な
が

ら
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

９
月
に
は
花
村
さ
ん
思
い
出
の
場

所
、
こ
ど
も
文
化
科
学
館
で
プ
ラ
ネ

タ
リ
ウ
ム
の
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
一
部

担
当
し
ま
す
。
お
楽
し
み
に
。

イ

チ

イ

タ

ジ

ャ

ズ

ア
ン
サ
ン
ブ
ル

ICHI

★ITA
JA
ZZ
Ensem

ble

サ
マ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

２０２３

【
日
時
】
８
月
１４
日
㈪
午
後

２
時
。

【
会
場
】
伊
丹
ア
イ
フ
ォ
ニ

ッ
ク
ホ
ー
ル
。

無
料
。当
日
直
接
、会
場
へ
。

問
市
立
伊
丹
高
�
７７２
・
２
０

４
０
。

手
を
つ
な
ぐ
夏
の
夕
べ

【
日
時
】８
月
１９
日
㈯
正
午
〜

午
後
８
時
半
。

【
会
場
】ア
イ
愛
セ
ン
タ
ー
。

【
内
容
】▽
西
中
吹
奏
楽
部
の

演
奏
▽
ゲ
ー
ム
▽
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
▽
盆
踊
り
―
―
な
ど
。

入
場
無
料
。

問
ア
イ
愛
セ
ン
タ
ー
�
７７２
・

０
２
２
１
。

き
ら
ら
夏
ま
つ
り

【
日
時
】８
月
２３
日
㈬
午

前
１０
時
〜
午
後
３
時
。

【
会
場
】き
ら
ら
ホ
ー
ル
。

【
内
容
】▽
お
ば
け
や
し

き
▽
石
け
ん
作
り
▽
ミ
ニ
縁

日
―
―
な
ど（
一
部
有
料
）。

問
き
ら
ら
ホ
ー
ル
�
７７０
・

９
５
０
０
。

サマーコンサート＆夏まつり
以
前
の
き
ら
ら
夏
ま
つ
り

お盆期間のお知らせ
【こども文化科学館の開館】
８月１０～１７日は休まず開館します
（毎日５回投影）。

こども文化科学館�７８４-１２２２

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

【市バスの運行ダイヤ】
８月１４日㈪・１５日㈫は休日ダイヤ
で運行します。両日とも、環境定期
券割引サービスを適用します。

市交通局�７８１-３７５１

△！【いたみ健康・医療相談ダイヤル２４】看護師などが２４時間健康や医療に関するご相談に応じます（無料）�®０１２０-７８３-９９０ 「広報伊丹」は再生紙を使用しています

この号の主な内容
２面 鬼貫青春俳句大賞作品募集
３面 ８月は道路ふれあい月間
４面 戦争体験～短歌に託した核廃絶への思い
５面 健康 ６・７面 みんなの窓
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広報伊丹■２０２３（令和５）年８月１日 第１４９９号（２）

伊
丹
広
報
２
面

０
８
０
１
０
２

堀
❶
井
❷
井
❸
藤
❹
堀
❺
堀
❻
藤
❼
井
❽
井
❾
井
⑩
井
11
井
12
井

作
品
を
募
集

第第
２２００
回回
鬼鬼
貫貫
青青
春春
俳俳
句句
大大
賞賞

市
立
伊
丹
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
は
、
第

２０
回
鬼
貫
青
春
俳
句
大
賞
の
作
品
を

募
集
し
ま
す
。

対
象
な
ど
は
次
の
通
り
。

▽
対
象

１５
〜
２９
歳
（
１２
月
３１
日

時
点
）
▽
規
定

自
作
未
発
表
の
俳

句
３０
句
。
作
品
の
返
却
不
可
。

各
賞
あ
り
。

�
文
書
作
成
ソ
フ
ト
を
使
用
し
、

作
品
の
最
初
に
題
名
と
作
者
名
（
ふ

り
が
な
）、
１
行
空
け
て
３０
句
、
末

尾
に
本
名
（
ふ
り
が
な
）、
生
年
月

日
、
郵
便
番
号
、
住
所
、
電
話
番
号

を
書
い
て
、
作
品
デ
ー
タ
を
保
存
し

た
記
録
メ
デ
ィ
ア（
Ｃ
Ｄ
か
Ｕ
Ｓ
Ｂ
）

と
紙
１
部
を
１０
月
１３
日
ま
で
に
郵
送

（
必
着
）
で
〒
６６４
・
０
８
９
５
宮
ノ

前
２
―
５
―
２０
市
立
伊
丹
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
「
鬼
貫
青
春
俳
句
大
賞
」
担
当

へ
。

◎
公
開
選
考
会
・
表
彰
式

１２
月
１６

日
㈯
午
後
１
時
半
、
同
館
で
「
ホ
ト

ト
ギ
ス
」
主
宰
の
稲
畑
廣
太
郎
さ
ん

や
俳
人
の
塩
見
恵
介
さ
ん
な
ど
に
よ

る
公
開
選
考
会
・
表
彰
式
と
記
念
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま

す
。定

員
５０
人
。
参
加
料
千
円
。
申
し

込
み
は
、
１１
月
７
日
か
ら
電
話
で
同

館
へ
。
先
着
順
。

◎
「
俳
句
を
た
の
し
む
―
花
・
鳥
・

虫
」
展
を
開
催

８
月
２７
日
㈰
ま
で

同
館
で
。
観
覧
料
は
▽
一
般

２００
円

▽
高
校
・
大
学
生

１５０
円
▽
小
・
中

学
生
�
１００
円
。

＊

＊

問
市
立
伊
丹
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
（
�

７７２
・
５
９
５
９
）
へ
。

◆
俳
句
入
門
講
座
を
開
催

１０
月
４

日
〜
来
年
２
月
７
日
の
水
曜
（
全
５

回
）。コー

ス
と
開
催
時
間
は
▽
①
楽
し

も
う

午
前
１０
時
半
▽
②
は
じ
め
よ

う

午
後
１
時
。

内
容
は
①
俳
句
経
験
者
を
対
象
に

句
会
や
添
削
を
行
う
②
初
め
て
の
人

を
対
象
に
実
作
を
通
し
て
学
ぶ
。

定
員
各
若
干
名
。
参
加
料
各
４
千

２５０
円
。

�
ラ
ス
タ
ホ
ー
ル
�
７８１
・
８
８
７

７
へ
。
先
着
順
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

参参加加者者募募集集

介護の職場見学

市
は
、
介
護
の
職
場
へ
の
就
職
の

き
っ
か
け
づ
く
り
に
し
て
も
ら
う
こ

と
を
目
的
に
介
護
の
職
場
見
学
事
業

を
実
施
し
ま
す
。

見
学
受
け
入
れ
事
業
所
は
左
表
の

通
り
。
見
学
日
時
は
伊
丹
市
介
護
コ

ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
と
相
談
・
調
整
の
上

決
定
し
ま
す
。

�
社
会
福
祉
事
業
団
内
、
伊
丹
市

介
護
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
（
�
７８４
・
９

９
８
７
）
へ
。

◆
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を

開
催

８
月
２１
日
㈪
午
後
２
時
、
東

リ
い
た
み
ホ
ー
ル
で
。
認
知
症
の

人
や
家
族
の
気
持
ち
を
理
解
し
見
守

る
「
応
援
者
」
に
な
り
ま
せ
ん
か
。

定
員
５０
人
。
無
料
。

�
８
月
１６
日
ま
で
に
伊
丹
市
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
�
７８７
・
６
７
９

７
へ
。
先
着
順
。

◆
就
職
奨
励
金
付
介
護
職
員
初
任
者

研
修

９
月
４
日
〜
１２
月
８
日
の
月

・
水
・
金
曜
（
祝
日
休
講
）
の
午
前
９

時
半
、オ
ア
シ
ス
千
歳（
中
央
４
）で
。

受
講
後
に
就
職
奨
励
金
、
介
護
人

材
養
成
支
援
事
業
補
助
金
、
教
育
訓

練
給
付
金
な
ど
支
給（
要
件
あ
り
）。

対
象
・
定
員
は
介
護
職
就
職
希
望

者
３０
人
。
受
講
料
３
万
８
千
４００
円
。

�
８
月
１５
日
ま
で
に
協
同
の
苑
�

７７７
・
０
７
７
１
へ
。
先
着
順
。

【
就
職
奨
励
金
】
受
講
後
、
ヘ
ル

プ
協
会
、
協
同
の
苑
、
ジ
ェ
イ
エ
イ

兵
庫
六
甲
福
祉
会
の
い
ず
れ
か
に
１

年
以
上
の
勤
務
で
３
万
円
支
給
。

�
各
就
職
先
法
人
へ
。

【
介
護
人
材
養
成
支
援
事
業
補
助

金
】
受
講
後
、
市
内
介
護
保
険
サ
ー

ビ
ス
事
業
所
に
就
職
予
定
で
１
万
９

千
２００
円
支
給
（
※
を
受
給
し
な
い
場

合
に
限
る
）。

�
受
講
後
、
１
年
以
内
に
市
介
護

保
険
課
�
７８４
・
８
０
３
７
へ
。

【
※
教
育
訓
練
給
付
金
】
対
象
は

ひ
と
り
親
家
庭
。
受
講
後
、
２
万
３

千
４０
円
支
給
（
雇
用
保
険
か
ら
同
様

の
給
付
金
を
受
給
で
き
る
場
合
は
１

万
５
千
３６０
円
）。
条
件
あ
り
。

�
９
月
３
日
ま
で
に
市
こ
ど
も
福

祉
課
�
７８０
・
３
５
１
８
へ
。

市

政
見
る
聞
く

審
議
会
を
開
催

◎
市
福
祉
対
策
審
議
会
第
２
回
障
が

い
者
部
会

８
月
８
日
㈫
午
前
１０

時
、
市
役
所
１
階
の
１０１
会
議
室
で
。

議
題
は
「
ワ
ー
キ
ン
グ
会
議
の
報

告
」
な
ど
。

定
員
１０
人
。
傍
聴
希
望
者
は
当
日

午
前
９
時
半
ま
で
に
直
接
、
会
場

へ
。
希
望
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

�
市
障
害
福
祉
課
�
７８４
・
８
０
３

２
。

◎
福
祉
対
策
審
議
会
第
２
回
高
齢
者

部
会

８
月
１７
日
㈭
午
後
２
時
、
市

役
所
２
階
の
２０１
会
議
室
で
。

議
題
は
「
伊
丹
市
高
齢
者
保
健
福

祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
（
第

９
期
）
の
策
定
に
つ
い
て
」
な
ど
。

定
員
１０
人
。
傍
聴
希
望
者
は
当
日

午
後
１
時
半
ま
で
に
直
接
、
会
場

へ
。
希
望
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

問
市
介
護
保
険
課
�
７８４
・
８
０
３

７
。

◆
市
保
健
医
療
推
進
協
議
会
委
員
を

募
集

市
は
、
健
康
増
進
事
業
な
ど

の
実
施
計
画
や
企
画
、
運
営
に
つ
い

て
専
門
家
と
意
見
交
換
（
年
１
〜
２

回
）
を
す
る
委
員
２
人
を
募
集
し
ま

す
。▽

応
募
資
格
�
市
内
在
住
の
２０
歳

以
上
▽
任
期
�
委
嘱
日
か
ら
２
年

間
。
報
酬
あ
り
。

�
用
紙
（
様
式
自
由
）
に
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
職
業
（
学
校

名
）、
電
話
番
号
、
志
望
理
由
な
ど

を
書
き
「
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
考

え
る
こ
と
」
を
テ
ー
マ
に
８００
字
以
内

の
作
文
を
添
え
て
、
８
月
１５
日
ま
で

に
郵
送
（
必
着
）
で
〒
６６４
・
０
８
９

８
伊
丹
市
千
僧
１
―
１
―
１
市
健
康

政
策
課
（
�
７８４
・
８
０
８
０
）
へ
。

◆
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
申
し
込
み
は
お

早
め
に

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
第
２
弾

の
ポ
イ
ン
ト
申
し
込
み
期
限
は
９
月

３０
日
で
す
。
ポ
イ

ン
ト
申
し
込
み
サ

イ
ト
は
、
今
後
混

雑
が
見
込
ま
れ
、

一
部
の
決
済
サ
ー

ビ
ス
は
９
月
３０
日

よ
り
も
前
に
申
し

込
み
期
限
が
終
了

す
る
た
め
、
早
め

に
申
請
を
。

詳
し
く
は
、
同

ポ
イ
ン
ト
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付
予
約

シ
ス
テ
ム

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
受
け
取
り
予
約
で
待
ち
時
間
が
短

く
な
り
ま
す
。
予
約
に
は
、
交
付
通

知
書
に
記
載
し
て
い
る
製
造
管
理
番

号
（
は
が
き
右
上
）
が
必
要
で
す
。

予
約
は
受
け
取
り
希
望
日
の
４
開

庁
日
前
ま
で
に
▽

予
約
サ
イ
ト
（
下

二
次
元
コ
ー
ド
か

ら
読
み
取
り
可
）

か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
予
約
▽
市
市

民
課
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
担
当
に

電
話
を
。

◎
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
出
張
窓
口

を
開
催

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

申
請
や
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
申
し
込

み
が
で
き
る
出
張
窓
口
を
実
施
し
ま

す
。
日
時
と
場
所
は
、
次
の
通
り
。

▽
８
月
８
日
㈫
・
９
日
㈬
�
イ
オ

ン
モ
ー
ル
伊
丹
昆
陽
（
池
尻
４
）
１

階
の
光
の
広
場
▽
８
月
２３
日
㈬
・
２４

日
㈭
�
ラ
ス
タ
ホ
ー
ル
１
階
の
エ
ン

ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
。
い
ず
れ
も
午
前

１０
時
〜
午
後
５
時
（
受
け
付
け
は
４

時
半
ま
で
）。

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確

認
を
。
当
日
直
接
、
会
場
へ
。

◎
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
窓
口
休
日
開
庁

休
日
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申

請
・
交
付
、
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
相

談
な
ど
が
で
き
る
窓
口
を
次
の
通
り

開
設
し
ま
す
。

▽
日
時
�
８
月
２７
日
㈰
午
前
９
時

〜
午
後
３
時
▽
会
場
�
市
役
所
１
階

の
市
民
課
窓
口
。

＊

＊

問
市
市
民
課
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
担
当
�
７８４
・
８
１
２
１
。

地
域
の
夏
イ
ベ
ン
ト

復
活コ

ロ
ナ
禍
も
一
段
落
し
、
さ
ま

ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
復
活
し
て
き

ま
し
た
。

夏
の
地
域
行
事
で
あ
る
「
夏
祭

り
・
盆
踊
り
」
も
元
来
、
本
市
は

他
市
に
比
べ
て
も
盛
ん
で
し
た
。

そ
れ
が
こ
の
３
年
余
り
コ
ロ
ナ
禍

で
実
施
が
困
難
と
な
っ
て
い
ま
し

た
が
、
や
っ
と
以
前
の
姿
を
取
り
戻

し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
小
学
校
区
単
位

の
地
域
自
治
組
織
や
各
地
域
の
自
治

会
な
ど
の
皆
さ
ん
の
尽
力
に
よ
り
、

小
学
校
の
校
庭
や
公
園
な
ど
で
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
は
、
夏
の

良
い
思
い
出
と
な
り
、
地
域
の
皆
さ

ん
に
と
っ
て
は
、
活
気
あ
る
地
域
の

つ
な
が
り
を
実
感
で
き
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

私
も
何
カ
所
か
参
加
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
が
、
子
ど
も
た
ち
が
楽

し
そ
う
に
過
ご
し
、
地
域
の
方
々
が

交
流
す
る
姿
が
あ
り
ま
し
た
。
人
と

人
と
の
つ
な
が
り
を
生
み
、
地
域
へ

の
愛
着
を
育
む
こ
の
よ
う
な
イ
ベ
ン

ト
は
、市
民
力・地
域
力
の
賜
物
で
す
。

そ
し
て
、
夏
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
で

市
民
の
皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ
て
い
る

「
い
た
み
花
火
大
会
」
は
８
月
２６
日

に
開
催
し
ま
す（
本
紙
１
面
参
照
）。

昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
第
７
波
の
最
中
で
あ
っ
た

こ
と
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
規
制
を
行
い

な
が
ら
の
実
施
で
し
た
が
、
今
年
は

４
年
前
の
コ
ロ
ナ
禍
前
の
形
式
で
開

催
し
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
仕
掛
け
花
火
や
フ

ィ
ナ
ー
レ
で
の
音
楽
連
動
花
火
が
復

活
し
ま
す
。
ま
た
昨
年
は
自
粛
し
た

露
店
も
設
け
、
新
た
に
市
内
の
事
業

者
エ
リ
ア
も
設
置
し
ま
す
。
ま
た
昨

ユ

ー

チ
ュ
ー
ブ

年
に
引
き
続
き
、Y

ouT
ube

に

よ
る
ラ
イ
ブ
配
信
も
行
い
ま
す
の

で
、
自
宅
で
も
お
楽
し
み
い
た
だ
け

ま
す
。
当
日
、
良
い
天
気
に
な
る
よ

う
願
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
夏
、
市
内
各
地
で
開
催
さ
れ

る
イ
ベ
ン
ト
。
皆
さ
ん
も
地
域
の
魅

力
に
ふ
れ
、
地
域
の
人
と
親
睦
を
深

め
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

き
っ
と
、「
市
民
力
」「
に
ぎ
わ
い
」

「
つ
な
が
り
」
そ
ん
な
も
の
を
感
じ

て
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。
家
族

や
友
達
と
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

（
伊
丹
市
長

藤
原

保
幸
）

アライグマに注意
触らない・飼わない・通報する

外来種であるアライ
グマの目撃情報が寄せ
られ、令和３年度は４１
頭、４年度は３３頭を捕
獲しました。夏は幼獣

が自立し、農作物などへの被害が多くな
ります。アライグマの被害を防ぐために
対策を行いましょう。
アライグマは、狂犬病やアライグマ回
虫などの感染症を媒介する恐れがありま
す。アライグマを発見しても近づかず市
環境クリーンセンターへ連絡してくださ
い。
【家庭で行う被害防止策】▷餌付けをし
ない▷ペットの残り餌や生ごみなどを放
置しない▷ごみ集積場ではごみを出す時
間を厳守しネットをかける▷農作物の未
収穫物や落果実などを農地に放置しない
▷屋根裏や床下換気口などの穴をふさぐ
市環境クリーンセンター�７８２-０９６８

この広報紙は９万２０００部作成し、印刷経費は１部あたり７円です（内訳：市負担分５円・広告収入分２円）

介護の職場見学事業 事業所一覧
住所
池尻６
森本１
昆陽東６
南本町１
荻野西１
堀池５
荒牧５
南町４
南野１
南野３
中野北４
桜ケ丘１
荒牧南１
鴻池２
広畑３
中央４
荒牧４
森本２
西野３
昆陽東５
船原１

荻野１

鋳物師５
中野西１
桜ケ丘１

事業所
オアシス伊丹池尻
ケイメゾンときめきデイサービス
愛ケアリハビリセンター
はつらつ空間ゆずりは
げんき塾ゆずりは
デイサービスセンター華結
株式会社ウェルネット研究所
わくわく倶楽部
エポック訪問看護ステーション
ケア・サポート・モリ
デイサービスこころね
伊丹ケアハートガーデン
星優訪問介護ステーション
陽だまりの家
SAIYOデイサービスリハビリセンター
伊丹市社会福祉事業団
社会福祉法人 ジェイエイ兵庫六甲福祉会
ローズパーク北摂
やさしい手伊丹
グリーンアルス伊丹
me―boi伊丹昆陽
HIBIS伊丹
わいわいの森
グッディスマイル
ポカポカスマイル
伊丹せいふう病院
社会福祉法人 明照会
医療法人社団 星晶会

１
２
３
４
５
６
７
８
９
１０
１１
１２
１３
１４
１５
１６
１７
１８
１９
２０
２１
２２
２３
２４
２５
２６
２７
２８
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（３）広報伊丹■２０２３（令和５）年８月１日 第１４９９号

伊
丹
広
報
３
面

０
８
０
１
０
３

井
❶
井
❷
井
❸
藤
❹
堀
❺
堀
❻
堀
❼
藤
❽
井
❾
井
⑩
井
⑪
井

みんなで大切に

道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路ふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれああああああああああああああああああああああああああああいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間

８
月
は
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
で

す
。
市
は
、
道
路
を
美
し
く
安
全
に

利
用
し
て
も
ら
う
た
め
、
道
路
の
正

し
い
利
用
の
啓
発
に
努
め
て
い
ま

す
。近

隣
企
業
な
ど
の
団
体
に
、
道
路

上
の
街
路
樹
の
植
栽
管
理
を
お
願
い

す
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

協
力
で
き
る
企
業
・
団
体
に
は
、
市

職
員
が
管
理
技
術
や
知
識
の
情
報
提

供
を
行
い
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

道
路
に
は
み
出
た
庭
木
や
植
木
鉢

な
ど
が
原
因
の
事
故
は
、
物
件
所
有

者
の
責
任
を
問
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る

の
で
、
適
切
に
管
理
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
道
路
や
公
園
な
ど
の
不
良

箇
所
を
発
見
し
た
と
き
は
、
不
良
箇

所
の
写
真
を
撮

り
、
イ
ン
フ
ラ
通

報
シ
ス
テ
ム
（
下

二
次
元
コ
ー
ド
か

ら
読
み
取
り
可
）
か
ら
通
報
を
。

問
市
道
路
保
全
課
�
７８４
・
８
０
５

８
へ
。

◆
家
庭
菜
園
の
利
用
者
募
集

市
は
、
家
庭
菜
園「
第
３２
菜
園（
池

尻
６
）」
の
利
用
者
を
次
の
通
り
募

集
し
ま
す
。
利
用
期
限
は
令
和
７
年

２
月
２８
日
。

▽
対
象
�
市
内
に
住
所
が
あ
る
１８

歳
以
上
の
人
か
学
校
園
、
福
祉
施
設

な
ど
（
現
在
、
市
家
庭
菜
園
を
利
用

し
て
い
る
人
は
不
可
。
応
募
は
１
世

帯
（
１
施
設
）
に
つ
き
１
菜
園
の
み
）

▽
利
用
料
（
年
額
）
�
標
準
２０
平
方

㍍
で
１
万
５
千
８００
円
（
年
度
途
中
の

利
用
は
減
額
）。

�
電
話
で
市
農
業
政
策
課
�
７８４
・

８
０
５
０
へ
。

◆
野
間
西
菜
園
新
規
利
用
者
を
募
集

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
伊
丹
市
土
に
親
し
む
会

が
運
営
す
る
野
間
西
菜
園（
野
間
３
）

２５
区
画
の
新
規
利
用
者
を
次
の
通
り

募
集
し
ま
す
。

▽
対
象
�
市
内
在
住
の
１８
歳
以
上

（
１
世
帯
１
区
画
）
▽
利
用
料
（
年

額
）
�
標
準
２０
平
方
㍍
で
１
万
５
千

８００
円
（
年
度
途
中
か
ら
利
用
の
場
合

は
減
額
）。
利
用
は
来
年
３
月
３１
日

（
継
続
利
用
可
）
ま
で
。

�
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、
ふ
り

が
な
、
電
話
番
号
、
生
年
月
日
を
書

い
て
、
８
月
１
日
〜
９
月
１０
日
ま
で

に
郵
送
（
消
印
有
効
）
で
〒
６６４
・
０

８
３
６
北
本
町
３
―
５０
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

伊
丹
市
土
に
親
し
む
会
へ
。
先
着

順
。

◎
秋
冬
野
菜
の
育
て
方
セ
ミ
ナ
ー

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
伊
丹
市
土
に
親
し
む

会
菜
園
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
高
堂
敏
治

さ
ん
に
よ
る
秋
冬
野
菜
の
育
て
方
セ

ミ
ナ
ー
を
次
の
通
り
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時
�
９
月
２
㈯
午
前
１０
時
▽

会
場
�
ス
ワ
ン
ホ
ー
ル
▽
定
員
�
６０

人
▽
参
加
料
�
２００
円

�
８
月
３１
日
ま
で
に
同
会
事
務
局

へ
。

＊

＊

問
伊
丹
市
土
に
親
し
む
会
�
７７９
・

５
５
４
４
（
月
〜
金
曜
午
前
９
時
〜

正
午
）。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

ま
だ
ま
だ
募
集
！

令
和
６
年
度
採
用

消
防
吏
員

市
消
防
局
は
、
来
年
度
採
用
予
定

の
消
防
吏
員
を
募
集
し
ま
す
。

【
１
次
試
験
】
▽
９
月
１７
日
㈰
�

筆
記
▽
２３
日
㈷
�
集
団
面
接
。

【
２
次
試
験
】
１０
月
下
旬
に
個
別

面
接
、
体
力
試
験
を
実
施
予
定
。

試
験
案
内
と
受
験
申
込
書
は
、

東
・
西
消
防
署
や
各
出
張
所
で
配

布（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
も
可
）。

�
８
月
２１
日

ま
で
に
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（
下

二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
読
み
取
り
可
）

か
ら
電
子
申
請
か
、
受
験
申
込
書
に

必
要
事
項
を
書
い
て
、
郵
送（
必
着
）

で
〒
６６４
・
０
８
８
１
昆
陽
１
―
１
―

１
伊
丹
市
消
防
局
消
防
総
務
課
（
�

７８３
・
０
１
２
２
）
へ
。

◆
社
会
福
祉
協
議
会
臨
時
職
員
を
募

集

社
会
福
祉
協
議
会
は
、
貸
付
相

談
や
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
援
助
な

ど
を
行
う
９
月
採
用
の
臨
時
職
員
を

次
の
通
り
募
集
し
ま
す
。

【
①
貸
付
事
務
員
】
▽
採
用
人
数

�
１
人
▽
勤
務
�
月
〜
金
曜
の
午
前

９
時
〜
午
後
５
時
半
▽
応
募
資
格
�

ワ
ー
ド
や
エ
ク
セ
ル
の
パ
ソ
コ
ン
操

作
が
で
き
る
人
▽
日
給
�
７
千
７００

円
。【

②
支
援
員
】
▽
採
用
人
数
�
３

人
程
度
▽
勤
務
�
１
日
２
〜
４
時
間

程
度
で
週
３
日
程
度
▽
時
給
�
１
千

２０
円
。

面
接
日
は
８
月
１７
日
㈭
、
会
場
は

①
書
類
通
過
者
の
み
案
内
②
い
た
み

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
。

�
市
販
の
履
歴
書
に
必
要
事
項
を

書
い
て
、
８
月
１４
日
午
後
５
時
ま
で

に
直
接
か
郵
送
（
必
着
）
で
〒
６６４
・

０
０
１
４
広
畑
３
―
１
伊
丹
市
社
会

福
祉
協
議
会
（
�
７７９
・
８
５
１
２
）

へ
。

◆
中
学
校
卒
業
程
度
認
定
試
験
を
実

施

国
は
、
１０
月
１９
日
㈭
、
県
民
会

館
（
神
戸
市
中
央
区
）
で
病
気
な
ど

や
む
を
得
な
い
事
情
に
よ
り
中
学
校

卒
業
認
定
を
受
け
な
か
っ
た
人
を
対

象
に
、
中
学
校
卒
業
と
同
等
以
上
の

学
力
が
あ
る
か
ど
う
か
の
認
定
を
受

け
る
た
め
の
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

�
９
月
１
日
ま
で
。
詳
し
く
は
市

教
委
学
事
課
（
�
７８４
・
８
０
８
６
）

へ
。

市
技
能
功
労
者

候
補
者
募
集

市
は
、
市
技
能
功
労
者
の
候
補
者

を
次
の
通
り
募
集
し
ま
す
。

【
要
件
】
次
の
全
て
に
該
当
す
る

人
▽
市
内
在
住
の
満
５０
歳
以
上
▽
同

一
職
種
の
経
験
が
３０
年
以
上
▽
現
在

も
そ
の
職
に
従
事
し
、
指
導
的
立
場

▽
他
の
技
能
労
働
者
の
模
範
▽
各
種

団
体
な
ど
の
責
任
者
か
技
能
を
証
明

で
き
る
団
体
の
推
薦
が
得
ら
れ
る
。

�
市
役
所
４
階
の
商
工
労
働
課
に

あ
る
推
薦
書
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に
必
要
事
項

を
書
い
て
、
８
月
３１
日
ま
で
に
直
接

か
郵
送
（
必
着
）
で
〒
６６４
・
８
５
０

３
伊
丹
市
役
所
商
工
労
働
課
（
�
７８４

・
８
０
５
１
）
へ
。

◎
計
量
啓
発
標
語
な
ど
を
募
集

計

量
記
念
日
組
織
委
員
会
は
、
多
く
の

人
が
正
確
な
計
量
へ
の
意
識
を
高
め

る
こ
と
を
目
的
に
、「
計
量
啓
発
標

語
」
と
「
何
で
も
は
か
っ
て
み
よ
う

コ
ン
テ
ス
ト
」
の
作
品
を
募
集
し
ま

す
。応

募
要
件
な
ど

詳
し
く
は
、
同
委

員
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（
下
二
次
元
コ

ー
ド
か
ら
読
み
取
り
可
）
で
確
認

を
。問

（
一
社
）
日
本
計
量
振
興
協
会

�
０３
・
３
２
６
９
・
３
２
５
９
。

◆
個
人
事
業
税
の
第
１
期
の
納
税
は

８
月
３１
日
ま
で

個
人
事
業
税
は
不

動
産
貸
付
業
、
請
負
業
、
医
業
な
ど

個
人
で
事
業
を
行
う
人
に
か
か
る
県

税
で
す
。

第
１
期
分
の
納
期
限
は
８
月
３１
日

㈭
で
す
。

期
限
ま
で
に
▽
金
融
機
関
▽
※
コ

ペ

イ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
▽Pay

�

ジ

ー
easy

対
応
金
融
機
関
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
か
Ａ
Ｔ
Ｍ
▽
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
▽
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
決
済
ア
プ
リ
―
―
で
納
付
し
て
く

だ
さ
い
（
※
は
納
付
額
が
３０
万
円
以

下
の
も
の
に
限
る
）。

問
課
税
に
つ
い
て
は
、
県
伊
丹
県

税
事
務
所
課
税
第
１
課
�
７８５
・
９
４

１
７
、
納
税
に
つ
い
て
は
同
収
税
課

�
７８５
・
７
１
４
１
。

◆
大
阪
国
際
（
伊
丹
）
空
港
周
辺
の

建
造
物
高
さ
制
限
に
注
意

航
空
法

に
よ
り
、
空
港
周
辺
に
設
置
す
る
物

件
（
建
築
物
、
ク
レ
ー
ン
、
ア
ン
テ

ナ
、
避
雷
針
、
樹
木
な
ど
）
に
は
、

高
さ
制
限
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

物
件
を
設
置
す
る
場
合
は
、
関
西

エ
ア
ポ
ー
ト
㈱
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
（
下

二
次
元
コ
ー
ド
か

ら
読
み
取
り
可
）

で
確
認
を
。

問
関
西
エ
ア
ポ
ー
ト
㈱
�
０６
・
４

８
６
５
・
９
６
０
１
。

令和５年台風第２号等大雨
災害義援金にご協力を
【郵便振替】▷口座番号＝００１８０-１-７９２６８９▷
口座名義＝日赤令和５年台風第２号等大雨災害義
援金▷振替手数料＝ゆうちょ銀行、窓口での取り
扱いの場合は無料。
※受領証の発行を希望する場合は、通信欄に「受
領証希望」と記載を。同証は寄付金控除申請に利
用できます。
【募集期間】９月３０日まで。

市地域・高年福祉課�７８４-８０９９

子子育育てて・・児児童童虐虐待待相相談談ははここちちらら

児童相談所虐待対応ダイヤル�１８９（通話料無料）
県川西こども家庭センター�７５６-６６３３

子育ての相談
専門相談員が、気持ちに寄り添いながら、子
育てについて一緒に考えていきます。相談内容
など秘密は守られますので、一人で悩む前に気
軽にご相談ください。

児童虐待の相談
児童虐待に関する相談は、匿名でも構いませ
ん。通報者の情報は守られ、疑いが間違いであ
ったとしても責任は問われません。次のような
場合は児童虐待の可能性があるため、連絡をお
願いします。
▷子どもの体に不自然な傷やあざがある▷衣
服が非常に汚れている▷子どもの異常な泣き声
や保護者の怒鳴り声をよく聞く――など。

市こども福祉課�７８０-３５１８

非
課
税
世
帯
な
ど
に
支
給

臨
時
特
別
給
付
金

市
は
、
食
料
品
な
ど
の
物
価
高
騰

に
直
面
し
、
影
響
を
特
に
受
け
る
住

民
税
非
課
税
世
帯
に
対
し
、
１
世
帯

当
た
り
３
万
円
の
特
別
給
付
金
を
支

給
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
下
二
次
元
コ
ー

ド
で
読
み
取
り

可
）
で
確
認
を
。

問
市
住
民
税
非
課
税
世
帯
等
臨
時

特
別
給
付
金
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
�
７６４

・
５
５
３
７
。

◆
児
童
扶
養
手
当
現
況
届
の
手
続
き

を

市
は
、
児
童
扶
養
手
当
を
受
け

て
い
る
人
（
支
給
停
止
の
人
含
む
）

に
通
知
書
を
送
付
し
ま
す
。

８
月
１
〜
３１
日
に
通
知
書
と
必
要

書
類
（
通
知
書
で
確
認
を
）
を
持
っ

て
直
接
、
市
役
所
２
階
の
こ
ど
も
福

祉
課
で
手
続
き
を
。

期
限
ま
で
に
手
続
き
が
な
い
場
合

１１
月
分
以
降
の
手
当
が
支
給
さ
れ
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
市
こ
ど
も
福
祉
課
�
７８４
・
８
０

３
０
へ
。

◎
養
育
費
な
ど
に
関
す
る
オ
ン
ラ
イ

ン
相
談
を
実
施

市
は
、
ひ
と
り
親

家
庭
を
対
象
に
女
性
弁
護
士
に
よ
る

養
育
費
な
ど
の
法
律
問
題
に
つ
い
て

オ
ン
ラ
イ
ン
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

相
談
日
や
会
場
な
ど
詳
し
く
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
を
。

問
市
こ
ど
も
福
祉
課
�
７８０
・
３
５

１
８
へ
。

阪神高速道路１１号
池田線通行止め

８月１９日㈯午後７～１０時ごろ、猪名川花火大会開催
のため同高速道路の池田分岐～池田木部出入口が（川
西小花出入口は午後５時ごろから）通行止めになりま
す。

池田市シティプロモーション課�７５４-６２４４
川西市文化・観光・スポーツ課�７４０-１１６１
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広報伊丹■２０２３（令和５）年８月１日 第１４９９号（４）

伊
丹
広
報
４
・
５
面

０
８
０
１
０
４
・
０５
井
❶
井
❷
藤
❸
藤
❹
堀
❺
堀
❻
堀
❼
堀
❽
藤
❾
井
⑩
井

戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦
争争争争争争争争争争争争争争争争争争争争争争争争争争争争争争争争争争争争争争
体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体
験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験
、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平
和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和
へへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへ
のののののののののののののののののののののののののののののののののののののの
願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
をををををををををををををををををををををををををををををををををををををを
子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子
どどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどど
もももももももももももももももももももももももももももももももももももももも
たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた
ちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちち
にににににににににににににににににににににににににににににににににににににに
伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝
ええええええええええええええええええええええええええええええええええええええ
るるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる

戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦
争争争争争争争争争争争争争争争争争争争争争争争争争争争争
体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体
験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験
、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平
和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和
へへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへ
のののののののののののののののののののののののののののの
願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
をををををををををををををををををををををををををををを
子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子
どどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどど
もももももももももももももももももももももももももももも
たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた
ちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちち
にににににににににににににににににににににににににににに
伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝
ええええええええええええええええええええええええええええ
るるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる

〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜
短短短短短短短短短短短短短短短短短短短短短短短短短短短短
歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌
にににににににににににににににににににににににににににに
託託託託託託託託託託託託託託託託託託託託託託託託託託託託
しししししししししししししししししししししししししししし
たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた
核核核核核核核核核核核核核核核核核核核核核核核核核核核核
廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃
絶絶絶絶絶絶絶絶絶絶絶絶絶絶絶絶絶絶絶絶絶絶絶絶絶絶絶絶
へへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへ
のののののののののののののののののののののののののののの
思思思思思思思思思思思思思思思思思思思思思思思思思思思思
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい

昭和２０年８月、広島・長崎市に原子爆弾が投下されました。同月１５日には太平洋戦争が終結し、
今年で７８年を迎えます。２１世紀の現在、ロシアのウクライナへの侵略は今なお続いています。国際
社会の平和と秩序、安全を脅かす行為は、断じて容認することはできません。核兵器の恐ろしさ、
戦争の悲惨さと愚かさを語り継ぎ、平和の尊さを次世代に引き継いでいかなくてはなりません。「被
爆体験語り部」として、自身の戦争体験を後世に語り継ぐ活動をしている伊丹市原爆被爆者の会の
会長・小泉雄次さん（８６）に原水爆禁止伊丹協議会理事長・元見三郎さんが話を聞きました。

小泉雄次さん

小
泉
さ
ん
は
、
市
内
の
小
学
校

で
、「
被
爆
体
験
語
り
部
」
と
し
て

自
身
の
戦
争
体
験
を
後
世
に
語
り
継

ぐ
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

「
今
、い
ち
ば
ん
言
い
た
い
こ
と
。

広
島
の
平
和
記
念
公
園
は
、
今
は

広
々
と
し
た
美
し
い
公
園
で
外
国
か

ら
偉
い
人
た
ち
が
た
く
さ
ん
お
話
に

来
ら
れ
る
と
こ
ろ
だ
け
れ
ど
、
そ
れ

が
ど
う
い
う
場
所
な
の
か
、２
尺（
約

６０
㌢
㍍
）
も
地
面
を
掘
れ
ば
人
骨
が

出
て
く
る
よ
う
な
場
所
で
あ
る
こ
と

を
、
皆
さ
ん
は
ち
ゃ
ん
と
理
解
し
て

い
る
の
だ
ろ
う
か
」。

「
そ
こ
は
、
初
め
か
ら
何
も
な
か

っ
た
場
所
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
原
爆

が
投
下
さ
れ
る
日
ま
で
は
、
木
造
の

家
屋
が
立
ち
並
び
、
大
勢
の
人
々
が

暮
ら
し
て
い
た
場
所
で
し
た
。
一
瞬

に
地
獄
絵
図
と
化
し
た
中
で
、
身
元

の
わ
か
ら
な
い
大
勢
の
死
者
の
遺
体

が
焼
か
れ
ま
し
た
。
き
ち
ん
と
焼
か

れ
て
い
な
い
遺
体
も
た
く
さ
ん
あ
り

ま
し
た
」。

「
そ
の
後
片
付
け
の
き
ち
ん
と
さ

れ
な
い
ま
ま
、
土
砂
を
埋
め
て
整
地

し
て
作
っ
た
公
園
で
す
。
悲
し
み
も

恨
み
も
そ
の
ま
ま
残
し
た
ま
ま
、
い

わ
ば
墓
地
そ
の
も
の
の
よ
う
な
場
所

な
の
で
す
」。

小
泉
さ
ん
が
被
爆
さ
れ
た
の
は
８

歳
の
時
。
広
島
市
内
に
勤
め
て
い
た

父
親
を
捜
し
て
、
母
親
と
一
緒
に
市

内
に
入
り
ま
し
た
。

足
の
踏
み
場
も
な
い
が
れ
き
の

中
、
市
電
の
走
っ
て
い
た
道
路
の
跡

だ
け
は
、
辛
う
じ
て
道
で
あ
る
と
分

か
り
、
人
が
歩
く
こ
と
が
で
き
た
と

話
し
ま
す
。

小
泉
さ
ん
の
父
親
は
奇
跡
的
に
救

出
さ
れ
て
い
て
、
宇
品
港
か
ら
宮
島

へ
移
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
あ
ち
こ
ち

の
病
院
を
転
々
と
し
て
、
数
年
が
か

り
で
よ
う
や
く
回
復
さ
れ
た
よ
う
で

す
。同

じ
よ
う
に
自
分
の
父
親
を
捜
し

に
来
て
い
た
人
は
、
よ
う
や
く
焼
け

焦
げ
た
父
親
の
弁
当
箱
だ
け
を
探
し

当
て
、
遺
骨
の
代
わ
り
に
郷
里
の
宮

崎
に
持
ち
帰
っ
た
そ
う
で
す
。

当
時
、
見
聞
し
た
出
来
事
を
後
世

に
伝
え
る
べ
く
、
小
泉
さ
ん
は
短
歌

に
託
し
て
詠
ま
れ
て
い
ま
す
。

「
わ
が
父
の
原
爆
体
験

結
論
は

心
の
底
か
ら

戦
争
呪
う
」

◆
千
田
町

広
島
女
子
高
等
師
範
学

校
に
て

「
一
瞬
に
校
舎
倒
さ
れ

も
う
も

う
と

砂
煙
高
く
舞
い

暗
闇
に
な

り
き
」

「
先
生
！

助
け
て
く
だ
さ
い
！

お
母
さ
ん
！

校
舎
の
間
に
挟
ま
れ

て

上
向
き
の
人

下
向
き
の
人
」

「
校
庭
の

テ
ン
ト
の
中
に
ご
ろ

寝
す
る

隙
間
よ
り
見
る

青
い
火

赤
い
火
」

◆
８
月
８
日

浅
野
図
書
館
に
て

「
広
間
に
は
魚
市
の
ご
と

死
体

あ
り

顔
を
の
ぞ
き
て

歩
む
人
あ

り
」

◆
死
体
処
理

紙
屋
町
交
差
点
に
て

「
投
げ
込
め
る

重
な
り
合
っ
た

死
体
に
は

油
を
か
け
て

焼
き
縮

ま
せ
り
」

「
偉
い
人
は

最
後
の
ひ
と
り
ま

で
戦
え
と
言
い
ん
さ
る
が

親
も
子

も
家
内
も
死
ん
で

何
に
な
る
の

か
」「

む
さ
ぼ
り
て
荒
ら
し
つ
く
す
な

こ
の
地
球

後
の
世
に
生
ま
れ
来
る

人
々
の
た
め
」

原
爆
死
没
者
に

黙
と
う
を

７８
年
前
の
８
月
６
日
午
前
８
時
１５

分
広
島
市
に
、
８
月
９
日
午
前
１１
時

２
分
長
崎
市
に
、
原
爆
が
投
下
さ

れ
、
多
く
の
尊
い
命
が
失
わ
れ
ま
し

た
。
原
爆
死
没
者
の
ご
冥
福
と
核
兵

器
の
な
い
世
界
を
願
い
、
各
日
時
に

と
う

１
分
間
の
黙
祷
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
８
月
１５
日
は
終
戦
記
念
日

で
す
。
全
て
の
戦
争
犠
牲
者
の
ご
冥

福
と
世
界
の
恒
久
平
和
を
願
い
、
正

午
か
ら
１
分
間
の
黙
祷
を
お
願
い
し

ま
す
。

問
市
同
和
・
人
権
・
平
和
課
�
７８４

・
８
１
４
８
。

第
３０
回

伊
丹
・
平
和
の
美
術
展

８
月
１０
〜
１４
日
の
午
前
１０
時
〜
午

後
６
時
。

本
市
の
美
術
家
が
平
和
へ
の
祈
り

を
込
め
て
絵
画
や
写
真
、
書
な
ど
の

作
品
を
展
示
。

会
期
中
は
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
道
支

援
募
金
箱
」
も
設
置
。

◎
ギ
ャ
ラ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
〜
井
上

歓
喜
＆
松
浦
優
也
サ
ッ
ク
ス
と
ギ
タ

ー
の
奏
で

８
月
１１
日
㈷
午
前
１０
時

半
〜
１１
時
、
１１
時
半
〜
正
午
。

美
術
作
品
に
囲
ま
れ
た
空
間
で
、

サ
ッ
ク
ス
奏
者
の
井
上
歓
喜
さ
ん
と

ギ
タ
ー
奏
者
の
松
浦
優
也
さ
ん
が
、

イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
得
た
即

興
曲
や
故
郷
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
曲
な

ど
を
届
け
ま
す
。

＊

＊

東
リ
い
た
み
ホ
ー
ル
６
階
の
中

ホ
ー
ル
で
。

無
料
。
当
日
直
接
、
会
場
へ
。

問
市
文
化
振
興
課
�
７８４
・
８
０
４

３
。

平和記念公園（広島県）
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ぐ
ら

図
書
館「
こ
と
ば
蔵
」

で
８
月
の
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
ま
す
。
日
時
・

内
容
な
ど
は
下
表
の
通

り
。問

同
館
�
７８４
・
８
１

７
０
（
※
は
�
７８３
・
２

７
７
５
）。

◎
調
べ
る
学
習
コ
ン
ク
ー
ル
「
対
策

講
座
」

８
月
１５
日
㈫
午
後
２
時
、

図
書
館
「
こ
と
ば
蔵
」
１
階
の
多
目

的
室
２
で
。

調
べ
る
学
習
コ
ン
ク
ー
ル
に
も
生

か
せ
る
レ
ポ
ー
ト
の
書
き
方
な
ど
を

学
び
ま
す
。

対
象
・
定
員
は
小
学
４
〜
６
年
生

１０
人
。

�
８
月
１
〜
１３
日
に
直
接
か
電
話

で
図
書
館
「
こ
と
ば
蔵
」
�
７８３
・
２

７
７
５
へ
。
先
着
順
。

図書館「ことば蔵」
８月のイベント

親子で遊ぼう！紙芝居

８月の図書館「ことば蔵」イベント

平和都市宣言
おおもと

平和は人が生きるための大本です。戦争はか
いの ち

けがえのない生命を奪い、幸せをふみにじりま
す。

むご

いま、世界は恐ろしい核兵器をなくし、惨た
らしい戦争のない社会をつくろうと、ようやく
歩みはじめました。が、ここで心をゆるめては
なりません。
戦争は人の心の中にひそんでいるのです。
人類が幸せを分かち合える地球環境をつく

り、自由と人権を尊び、差別や貧困をなくすこ
とも、すべて平和の問題です。
私たち市民は、平和な社会を築くことを誓

い、ここに平和都市を宣言します。

平成２年１１月１０日 伊丹市

申し込み方法
※１～１５日に同館へ。先着
順
※当日直接、会場へ。先着
順

当日直接、会場へ

※当日直接、会場へ。先着
順

※当日直接、会場へ。先着
順

当日直接、会場へ。先着順

※当日直接、会場へ

当日直接、会場へ。先着順

同館へ。先着順

当日直接、会場へ。先着順

当日直接、会場へ

同館へ。先着順

当日直接、会場へ

同館へ。先着順

当日直接、会場へ

参加料

無料

５００円

無料

対象・定員
９月生まれの小学生３人
（要図書館利用券）
１歳以下と
その保護者各２５組

定員なし

１５歳以上１５人

①５歳～小学生１５人
②２～４歳と
その保護者２５組

小学生以下と
その保護者１００人

幼児～小学生
定員なし

小学生以下と
その保護者２０人

１０人

親子１０組

小学生１０人

小学生
定員なし

１０人

５～１２歳とその保護者
定員なし

５～１２歳とその保護者
３０人

定員なし

内容

誕生日に合った本２冊を選んで９月に貸し出し

絵本の読み聞かせなど

交流フロアの運営やイベントを発案・検討する
市民参加型の会議

大人向け絵本の読み聞かせなど

絵本の読み聞かせなど

写真を撮って、自分だけの免許証を作る

絵本の読み聞かせ（午後３時から紙芝居）

牛乳パックで絵あわせおもちゃを作る

車椅子利用者に手を差し伸べられる車椅子サポ
ーターを目指す

紙芝居の後、ミニ紙芝居を作る

本を紹介し合い、語り合うカエボン部の夏休み
特別企画。読書感想文作成の相談

ことば蔵でイベントを開催している団体・個人
のモノづくりや展示などのブースが登場
自分だけのオリジナル冊子をつくるワークショ
ップ

伊丹市文化財ボランティアの会会員による紙芝
居

ボール紙とたこ糸でスルスル登る人形を作る

フロアいっぱいに引かれた線路を「ことば蔵ト
レイン」（ミニ電車）が走る

日時

２日㈬午前１０時、１０
時半

２日㈬午後６時半

４日㈮午後１時半

①５日㈯午後３時
②９日㈬午前１０時半

６日㈰午前１０時～午
後１時

１０日㈭午後２時

１１日㈷午前１０時～午
後２時

１３日㈰午後２時

１７日㈭午後２時

１８日㈮午前９時３５分

１９日㈯午後１～４時

２０日㈰午後１時

２２日㈫午前９時４５分

２２日㈫午前１１時

２６日㈯・２７日㈰の正
午～午後２時

イベント名
あなただけのお誕生日の
本

おひざの上でおはなし会

自分のアイデアが実現！
交流フロア運営会議

たの

大人が愉しむおはなし会

おはなし会

ことば蔵・雑誌スポンサ
ー阪神自動車学院とコラ
ボ企画 こども運転免許
証をつくろう！

絵本読んで！

ちいさなワークショップ
「ことばぐらキューブを
作ろう�」
車椅子サポーターってな
あに？
親子で遊ぼう！紙芝居
vol.４
おすすめ本の交換会 カ
エボン部特別回「私はこ
の本で読書感想文を書き
ます宣言」
図書館で遊ぼう！夏休み
こどもワークショップ
ジ ン

zineワークショップ

伊丹の民話を聞いて、も
のづくり体験をしよう
第１部
伊丹の民話を聞いて、も
のづくり体験をしよう
第２部

ことば蔵トレイン
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伊
丹
広
報
４
・
５
面

０
８
０
１
０
４
・
０５
井
❶
井
❷
藤
❸
藤
❹
堀
❺
堀
❻
堀
❼
堀
❽
藤
❾
井
⑩
井

健
康

８月１３～１５日開設

休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所
お
盆
期
間
（
８
月
１３
〜
１５
日
）
の

休
日
応
急
診
療
所
（
内
科
）
の
開
設

日
時
は
右
表
の
通
り
。

受
診
の
際
は
健
康
保
険
証
な
ど
を

持
っ
て
、
診
療
終
了
時
間
の
３０
分
前

ま
で
に
受
け
付
け
を
し
て
く
だ
さ

い
。急

病
時
な
ど
の
救
急
医
療
機
関
の

案
内
や
気
に
な
る
症
状
、
健
康
相
談

な
ど
は
「
い
た
み
健
康
・
医
療
相
談

ダ
イ
ヤ
ル
２４
」
�®
０
１
２
０
・
７８３
・

９９０
へ
。

問
❶
市
健
康
政
策
課
。

◆
胃
が
ん
・
肺
が
ん
検
診
（
ア
ス
ベ

ス
ト
関
連
疾
患
検
診
）

日
程
と
会

場
は
左
表
の
通
り
。
検
査
は
午
前
中

の
み
。
定
員
あ
り
。

対
象
は
▽
胃
が
ん
・
肺
が
ん
検
診

�
昭
和
５９
年
３
月
３１
日
以
前
生
ま
れ

の
人
（
妊
娠
中
や
放
射
線
治
療
中
な

か
く
た
ん

ど
の
人
除
く
）
▽
喀
痰
検
査
（
肺
が

ん
検
診
と
セ
ッ
ト
）
�
４９
年
３
月
３１

日
以
前
生
ま
れ
で
喫
煙
指
数
（
１
日

当
た
り
の
本
数
×
年
数
）
が
６００
以
上

で
あ
る
人
（
過
去
に
お
け
る
喫
煙
者

含
む
）。
当
日
の
問
診
の
結
果
、
受

診
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

受
診
料
は
▽
胃
が
ん
検
診
�
５００
円

▽
肺
が
ん
検
診
�
１００
円
▽
喀
痰
検
査

�
４００
円
―
―
で
す
。
満
６５
歳
以
上
は

無
料
。

◎
乳
が
ん
検
診
（
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ

ー
）

対
象
は
、
昭
和
５９
年
３
月

３１
日
以
前
生
ま
れ
の
女
性
。
令
和
４

年
４
月
１
日
以
降
に
市
の
乳
が
ん
検

診
を
受
け
た
人
か
、
妊
娠
中
や
治
療

中
な
ど
の
人
除
く
。
受
診
料
１
千
７００

円
。
満
６５
歳
以
上
は
無
料
。

受
診
方
法
は
次
の
通
り
。

【
市
内
実
施
医
療
機
関
で
受
診
】

市
内
実
施
医
療
機
関
は
▽
市
立
伊
丹

病
院
▽
近
畿
中
央
病
院
（
車
塚
３
）

▽
ば
ば
ブ
レ
ス
ト
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
西

台
１
）。
各
医
療
機
関
へ
直
接
、
申

し
込
み
を
。

【
集
団
検
診
で
受
診
】
日
程
は
９

月
４
日
㈪
、
１９
日
㈫
、
１０
月
４
日

㈬
、
２０
日
㈮
の
午
前
９
時
か
ら
受
け

付
け
。
会
場
は
、
い
ず
れ
も
市
保
健

セ
ン
タ
ー
。
定
員
あ
り
。
要
予
約
。

◎
市
国
保
特
定
健
診
・
後
期
高
齢
者

健
診

対
象
は
４０
歳
以
上
の
市
国
保

加
入
者
と
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

被
保
険
者
。

市
国
保
加
入
者
は
受
診
時
に
受
診

券
が
必
要
（
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

の
被
保
険
者
は
不
要
）。
対
象
者
に

は
５
月
上
旬
に
受
診
券
を
郵
送
し
て

い
ま
す
。
４
月
以
降
の
加
入
者
は
、

❶
市
健
康
政
策
課
に
受
診
券
の
請
求

を
。
受
診
方
法
な
ど
は
次
の
通
り
。

【
市
内
実
施
医
療
機
関
で
受
診
】

直
接
、
市
内
実
施
医
療
機
関
に
健
診

日
な
ど
の
問
い
合
わ
せ
を
。
無
料
。

【
集
団
健
診
で
受
診
】
日
程
は
▽

９
月
４
日
㈪
�
男
性
が
先
▽
２７
日
㈬

�
女
性
が
先
▽
１０
月
１６
日
㈪
�
男
性

が
先
▽
２２
日
㈰
�
女
性
が
先
。
い
ず

れ
も
午
前
、
市
保
健
セ
ン
タ
ー
で
。

定
員
各
８０
人
。
無
料（
要
予
約
）。

◎
３０
歳
代
の
健
診

対
象
は
昭
和
５９

年
４
月
１
日
〜
平
成
６
年
３
月
３１
日

生
ま
れ
の
市
民
。
市
保
健
セ
ン
タ
ー

で
実
施
（
要
予
約
。
子
ど
も
の
同
伴

可
）。【日

時
】
８
月
３０
日
㈬
、
１０
月
７

日
㈯
・
３１
日
㈫
の
午
前
【
定
員
】
各

７５
人
【
受
診
料
】
各
１
千
１００
円
【
検

査
項
目
】
血
液
検
査
、
尿
検
査
、
血

圧
測
定
、
身
体
測
定
、
腹
囲
測
定
、

診
察
、
問
診
。
体
組
成
測
定
な
ど
あ

り
。

＊

＊

�
▽
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（
下
二
次

元
コ
ー
ド
か
ら
読

み
取
り
可
）
か
ら

電
子
申
請
▽
電
話
▽
は
が
き
か
フ
ァ

ク
ス
に
住
所
、
氏
名（
ふ
り
が
な
）、

性
別
、
生
年
月
日
、
電
話
番
号
、
希

望
す
る
健
（
検
）
診
名
、
受
診
希
望

日
、
集
団
健
診
は
被
保
険
者
証
番

号
、
追
加
検
査
・
検
診
名
（
な
け
れ

ば
「
な
し
」）
を
書
い
て
、
〒
６６４
・

０
８
９
８
千
僧
１
―
１
―
１
伊
丹
市

立
保
健
セ
ン
タ
ー
健
康
政
策
課
へ
。

先
着
順
。

健
（
検
）
診
日
の
約
１０
日
前
に
受

診
案
内
を
送
付
し
ま
す
（
予
約
が
取

れ
な
い
場
合
の
み
、
市
健
康
政
策
課

か
ら
連
絡
）。

◆
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
関
連
情
報

【
９
月
以
降
に
令
和
５
年
秋
開
始

接
種
を
実
施
】
初
回
接
種
を
完
了
し

た
人
を
対
象
に
、
新
し
い
ワ
ク
チ
ン

を
使
用
し
た
追
加
接
種
（
令
和
５
年

秋
開
始
接
種
）
を
実
施
し
ま
す
。

接
種
券
の
配
送
日
は
▽
８
月
２１
日

頃
�
６４
歳
未
満
と
５
月
８
日
〜
６
月

３０
日
ま
で
に
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対
応
ワ

ク
チ
ン
を
接
種
し
た
６５
歳
以
上
▽
８

月
３１
日
頃
�
そ
の
他
―
―
の
人
で

す
。予

約
は
９
月
以
降
に
開
始
予
定
。

【
令
和
５
年
春
開
始
接
種
は
８
月

３１
日
ま
で
】
対
象
者
は
初
回
接
種
を

完
了
し
た
▽
６５
歳
以
上
▽
６４
歳
以
下

の
基
礎
疾
患
な
ど
の
あ
る
人
・
医
療

従
事
者
な
ど
―
―
で
す
。

要
予
約
。
詳
し

く
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（
下
二
次

元
コ
ー
ド
か
ら
読

み
取
り
可
）
で
確
認
を
。

問
市
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
�
７６４
・
７
８
３
５
。

◆
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
レ
ッ
ス
ン
を
開
催

８
月
３
日
㈭
午
前
１０
時
半
、
イ
オ
ン

モ
ー
ル
伊
丹
昆
陽
（
池
尻
４
）
１
階

の
光
の
広
場
で
。

定
員
５０
人
。

無
料
。
当
日
直
接
、
会
場
へ
。

問
イ
オ
ン
モ
ー
ル
伊
丹
昆
陽
�
７７３

・
６
９
８
０
。

◆
ミ
ニ
運
動
講
座
付
き
ボ
デ
ィ
バ
ラ

ン
ス
測
定
会
を
開
催

８
月
４
日
㈮

・
６
日
㈰
、
９
月
３０
日
㈯
の
午
前
と

午
後
、
市
保
健
セ
ン
タ
ー
で
。

定
員
・
対
象
は
２０
歳
以
上
の
市
民

各
１００
人
（
医
療
用
電
子
機
器
を
装
着

し
て
い
る
人
な
ど
参
加
不
可
の
要
件

あ
り
。
１
人
１
回
限
り
）。

無
料
。

�
電
話
か
電
子

申
請
（
下
二
次
元

コ
ー
ド
か
ら
読
み

取
り
可
）
で
❶
市

健
康
政
策
課
へ
。
先
着
順
。

◆
献
血
に
協
力
を

８
月
１４
日
㈪
▽

午
前
１０
時
１０
分
〜
正
午
▽
午
後
１
時

１０
分
〜
４
時
、
市
保
健
セ
ン
タ
ー
で

献
血
を
行
い
ま
す
。

問
❶
市
健
康
政
策
課
。

◆
天
王
寺
川
中
卒
業
生
対
象
ア
ス
ベ

ス
ト
関
連
疾
患
検
診

平
成
２０
年
３

月
以
前
に
天
王
寺
川
中
を
卒
業
し
た

人
を
対
象
に
、
ア
ス
ベ
ス
ト
関
連
疾

患
検
診
を
次
の
通
り
行
い
ま
す
。

日
程
と
会
場
は
▽
９
月
１１
日
㈪
�

サ
ン
シ
テ
ィ
ホ
ー
ル
▽
１６
日
㈯
�
市

保
健
セ
ン
タ
ー
▽
１０
月
５
日
㈭
�
野

間
笠
松
セ
ン
タ
ー
▽
１０
日
㈫
�
市
保

健
セ
ン
タ
ー
。

い
ず
れ
も
午
前
。
定
員
各
２０
人
。

無
料
。

�
８
月
７
〜
１０
日
に
電
話
で
市
教

委
保
健
体
育
課
�
７８４
・
８
０
８
７

へ
。
先
着
順
。

◆
お
口
の
元
気
度
ア
ッ
プ
教
室
を
開

催

９
月
１４
日
㈭
午
前
９
時
半
、
東

リ
い
た
み
ホ
ー
ル
で
。

講
義
と
口
の
機
能
測
定
を
実
施
。

対
象
・
定
員
は
市
内
在
住
の
６５
歳

以
上
４０
人
。

◎
い
き
い
き
健
康
大
学

市
は
、
シ

ニ
ア
世
代
が
健
康
維
持
に
つ
い
て
学

ぶ
「
い
き
い
き
健
康
大
学
」
を
い
た

み
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
で
開
催
し
ま

す
。日

程
と
内
容
は
▽
９
月
１
日
㈮
�

「
腰
痛
や
膝
痛
を
予
防
す
る
コ
ツ
〜

フ
レ
イ
ル
予
防
の
た
め
の
関
節
の

話
」
▽
８
日
㈮
�
「『
ち
ょ
い
足
し
』

り
ょ
く力
で
脱
フ
レ
イ
ル
！
」。

い
ず
れ
も
午
後
２
時
（
全
２
回
。

講
義
と
介
護
予
防
の
体
操
を
実

施
）。対象

・
定
員
は
市
内
在
住
の
６５
歳

以
上
３０
人
。＊

＊

無
料
。

�
市
介
護
保
険
課
�
７８４
・
８
０
３

７
へ
。
先
着
順
。

市保健センター
❶市健康政策課
�７８４－８０８０ ファクス ７８４－３２８１
❷市母子保健課
�７８４－８０３４ ファクス ７８４－３２８１
�７６４－５８７０（新型コロナワクチンに
関すること）

休日・夜間の診療
【内科】❸休日応急診療所
�７８４－８１７１ ファクス ７８４－８１４１
�土曜＝１８ ：００～２１ ：００�日曜、祝日
＝９ ：００～１２ ：００／１８ ：００～２１ ：００

こうくう

【歯科】❹市口腔保健センター
�・ファクス７８３－００７８
�日曜、祝日＝９ ：００～１２ ：００
（受け付けは１１ ：３０まで）
【小児科】❺阪神北広域こども急病センター
�７７０－９９８８ ファクス ７７０－９９０５
�平日＝１９ ：３０（診察は２０ ：００から）～
翌６ ：３０�土曜＝１４ ：３０（診察は１５ ：００か
ら）～翌６ ：３０�日曜、祝日８ ：３０（診
察は９ ：００から）～翌６ ：３０

いんこう

【眼科・耳鼻咽喉科】休日夜間急病診療所
�０６－６４３６－８７０１
ファクス０６－６４３１－９３０１
（尼崎市水堂町３－１５－２０）
・眼科�日曜、祝日＝９ ：００～１６ ：００
・耳鼻咽喉科�土曜＝１８ ：００～２０ ：３０
�日曜、祝日＝９ ：００～１６ ：００
❻県伊丹健康福祉事務所（伊丹保健所）
�７８５－９４３７ファクス７７７－４０９１

８月の健康カレンダー（最新情報は市ホームページで確認を）
備 考

開庁時間内随時。窓口で妊娠届出書を作成。マイナンバー
カードまたは通知カードと本人確認書類（運転免許証・パ
スポートを１点もしくは健康保険証・年金手帳など２点）を
持参

申し込みなど詳しくは市ホームページで確認
を

小児科医・理学療法
士・保健師による面
接相談

心理士・保健師によ
る面接相談

保健師・栄養士によ
る面接相談

詳しくは市ホームペー
ジで確認してくださ
い。また、市外から転
入した人で、まだ受け
ていない健診がある場
合は、市保健センター
へ連絡してください

体組成測定可（要予
約）❶市健康政策課

歯や口の相談
（予約不要）。無料

指定容器が必要

食品表示（保健事項）や難病
患者等の食事に関する相談

精神科医師による心
の相談

精神保健福祉士によ
る相談

時 間

日時は予約時に問い合わせてくださ
い。❷市母子保健課

１３：１５～１５：１５

個別に案内しています

日時は直接、実施医療機関に問い合
わせてください

個別に案内しています

受け付け
９：００～１１：００
（要予約）

１３：００～１４：００

９：００～１１：００
�７８５‒９４３７

ファクス７７７‒４０９１

１３：１５～１４：００
�７８５‒２３７１

ファクス７７７‒４０９１

１３：３０～１５：３０
�７８５‒７８６１

ファクス７７７‒４０９１

１３：３０～１５：００
�７８５‒７４６２

ファクス７７７‒４０９１

１３：００～１５：００
�７８５‒７８７４

日

１８・２５日

１８・２９日

９月１日
（８月分）

７・１４・２１
・２８日

２３日

２４日

１・７・１４・
１５・２１・２２・
２８・２９日

３・１７日

２８日

２８日

９日

対 象

医療機関で妊娠の診断を受
けた人

妊娠している人。家族１人
同伴可

令和５年２・３月生まれ
（初期の人向け）

妊娠２４～３５週の妊婦か産後
１か月健診を終えた６か月
児未満の母児（第１子優先）

発育・運動発達などの心配
がある人
（就学前まで）

言葉の遅れ、しつけなどの
心配がある人
（１歳から就学前）

育児に関して悩んでいる人

令 和 ４ 年１０月 生 ま れ

２０歳以上

幼 児 ・ 一 般 ・ 妊 婦

一 般

希望する人

希望する人・企業

希望する人

項 目

母 子 健 康
手 帳 の 交 付

も う す ぐ
パ パ マ マ 教 室
（申し込みは１日 か ら ）

モ グ モ グ
離 乳 食 教 室
（申し込みは１日 か ら ）

ぷ れ マ マ ＆ ふ れ っ し ゅ
マ マ の つ ど い
（申し込みは１日 か ら ）

乳 幼 児 発 達
相 談
（ 要 予 約 ）

幼 児 の 相 談
（ 要 予 約 ）

す く す く
育 児 相 談

４ か 月 児 健 診

１ ０ か 月 児 健 診

１ 歳 ６ か 月 児
健 診

３ 歳 児 健 診

健 康 度 ア ッ プ 相 談 会
（ 生 活 習 慣 や 健 康 に
関 す る 相 談 会 ）

歯 科 保 健 相 談

ふ ん 便 検 査
飲 料 水 検 査
（ 所 付 ）

Ｈ Ｉ Ｖ 抗 体 検 査
（ 要 予 約 ）
（ 健 康 管 理 課 ）

肝 炎 ウ イ ル ス 検 査
（ 要 予 約 ）
（ 健 康 管 理 課 ）

専 門 栄 養 相 談
（ 要 予 約 ）
（ 健 康 管 理 課 ）

こ こ ろ の ケ ア 相 談
（ 要 予 約 ）
（ 地 域 保 健 課 ）

ア ル コ ー ル 相 談
（ 要 予 約 ）
（ 地 域 保 健 課 ）

場所

市
保
健
セ
ン
タ
ー

医
療
機
関

市

保

健

セ
ン
タ
ー
市
口
腔
保
健

セ
ン
タ
ー

県
伊
丹
健
康
福
祉
事
務
所

午後

午後６～９時

午前

午前９時～正午

８月
１３日㈰
１４日㈪
１５日㈫

胃がん・肺がん検診 日程と会場
会場

サンシティホール★※
市保健センター※
野間笠松センター★※
市保健センター

受付時間は午前９～１１時（★は９時半から）。Aは男性、
Bは女性が先に受診。※は肺がん検診のみの受け付け
は終了。

日（曜日）
１１日㈪A
１６日㈯B
５日㈭B
１０日㈫A

月

９

１０



伊
丹
広
報
６
面

０
８
０
１
０
６
・
７

井
❶
井
❷
堀
❸
藤
❹
井
❺
井
❻
井

△！複数回講座の休講日は記載しておりません。各問い合わせ先にご確認ください

８月１～１７日に同ホール�７７９-５６６１
へ。�
子ども遊びの広場 すぽ・ぷれ８月
�８月１９日㈯１０:００ �＆�中央公民
館�７８４-８０００ �「つくって・学ん
で・あそぼう�」 �幼児～小学生３０
人 �無料 	 

ラスタホール「各種イベント」
【マジシャンそうたのマジック教室＆
ミニショー】�８月１９日㈯１１:００、１３:００
�小学３～６年生各若干名 �各１０００
円 【パパといっしょに運動あそび】
�９月３日㈰１０:３０ �２歳～就学前
とその父親２０組（両親の参加も可） �
８００円 【ベビーマッサージと親子あ
そび】�９月２５日㈪１０:３０ �６カ月
～１歳未満とその保護者８組 �無料
【放課後手芸クラブ「シャカシャカキ
ーホルダー」】�９月２７日㈬１６:００ �
ビーズでキーホルダーを作る �小学
生１０人 �１５００円 �いずれも同ホー
ル�７８１-８８７７（同ホール㋭から電子
申請も可）へ。

県動物愛護センター「夏休みセミナー」
【工作体験「はりこねこ」を作ろう♪】
�８月２０日㈰・２５日㈮の１３:３０ �新
聞紙で張り子のネコを作る �小学生
とその保護者各１０組 �無料（タオ
ル、はさみ、折り紙など持参） 
 【※
親子でチャレンジ！「愛犬しつけ方教
室」】�８月２１日㈪１０:３０、１４:００ �小
学４年～中学生とその保護者、生後６
カ月以上の犬。各７組 �無料 �
�いずれも�か０６-６４３４-２３９９に必
要事項と参加希望日時、学年（※は犬
の情報）を書いて、８月１４日（必着）
までに〒６６１-００４７尼崎市西昆陽４‒１‒１
兵庫県動物愛護センター（�０６-６４３２
-４５９９も可）へ。詳しくは同センター
㋭から確認を
親子クッキング～タコライスを作ろう
�８月２５日㈮１０:００ �スワンホール
�小学生とその保護者１０組 �無料
（エプロン・布巾持参） �８月１０日
１０:００～１５:００（水曜除く月～金曜）に
伊丹消費者協会�７７３-１４８３へ。

レ ッ ツ

Let’s親子でキャンプ飯
�８月２６日、９月１６日の土曜１０:００ �
稲野センター（稲野町４） �小学４
年生以上とその保護者各１５組 �各
６００円（米、キャンプ用品持参） �
�食の未来を創る会の西田さん

へ。

夏休み子ども映画会「すみっコぐらし」
�８月２６日㈯１３:３０ �＆�神津福祉
センター�７７７-１０２２ �「すみっコ
ぐらし とびだす絵本とひみつのコ」
（２０１９年。日本。６５分） �７０人 �
無料 	 

伊丹スポーツセンター「キッズスイミング体験会」
�８月２７日㈰１６:００ �３～５歳児２０
人 �５００円 �８月２日１３:００から同
センター�７８３-５６１３へ。

緑ケ丘体育館「キッズテニス体験会」
�＆�９月１日㈮�１６:４０＝４歳児～
小学４年生�１７:５０＝小学２～６年
生。各１０人 �無料 �８月２日から
同館�７７０-４４０１へ。

埋蔵文化財センター「歴史ロマン体験学習」
�９月９日㈯１０:００、１３:００ �「藍染
めに挑戦」 �小学生各１０人（３年生
以下は保護者同伴） �各５００円 �

８月１４日から市文化振興課文化財担当
�７８４-８０９０へ。

「ふらっと」児童館「各種イベント」
【ひだまりひろばでパパとあそぼう！】
�９月９日㈯１０:００ �就学前とその
男性保護者８組 �無料 �８月１０日
から同館へ。
 【秋のわくわく☆リ
トミック】�９月１５日、１０月２０日、１１
月１７日の金曜１０:３０ �２０２１年４月２
日～２２年４月１日生まれとその保護者
各１５組 �各１０００円 �８月３日から
同館へ。
 �同館�７８１-２５１７
ファミリーあんしん防災講座
�９月１６日㈯９:３０ �いたみいきい
きプラザ �地震の仕組みや災害につ
いて学ぶ �２２人 �無料 �８月１
日から�育児ファミリー・サポート・
センター�７７２-４５６０へ。
 �１歳
～就学前１０人（１人３００円。要予約）

趣 味 ・ 芸 術
フラダンス健康講座
�８月２３日㈬１０:００ �「ふらっと」ふ
れあいセンター �６０歳以上３０人 �
無料 �８月１日から�人権啓発セン
ター�７８１-６００６へ。

季節のフラワーアレンジメント
�９月５日㈫１０:００ �きららホール
�ガラスドームに入れたプリザーブド
フラワー �２０人 �２６００円 �８月
８日から同ホール�７７０-９５００へ。

魅惑のハワイアンフラ
�９月８日～１２月１５日の金曜（全１１回）
１４:００ �ラスタホール �若干名
�９９００円 �同ホール�７８１-８８７７（同
ホール㋭から電子申請も可）へ。


イ ベ ン ト
ぐら

図書館「ことば蔵ギャラリー」の催し
【誰かに伝えたい「身近な自然」絵は
がきギャラリー展】�８月１～３１日
�＆�図書館「ことば蔵」�７８４-８１７０
�無料
荒牧子供会による絵画展
�８月２～１９日（１９日㈯は１６:００まで）
�＆�みどりのプラザ�７７２-７６９６
�無料
図書館北分館「各種イベント」
【絵本のとびら】�８月７日㈪１５:３０
�大型絵本や紙芝居など �２０人
【いろはのかみしばい】�８月１８日㈮
１５:３０ �３０人 �いずれも無料 	

 �同分館�７７０-０５１９
スマホ☆カフェ
�８月８・２９日の火曜１６:３０ �いた
みいきいきプラザ �基本的なスマー
トフォンの操作方法を教え合う �無
料 	 �ボランティア・市民活動セ
ンター�７８０-１０４５
知って語ろう「らしーくカフェ」
�８月９日㈬１１:３０ �いたみいきい
きプラザ �「どう思う？男女混合か
けっこ」 �１０人 �無料 	 

�ボランティア・市民活動センター�
７８０-１０４５
文化サロン「あなたの知らない奇妙な楽器の世界」
�８月１３日㈰１４:００ �伊丹アイフォ
ニックホール �４０人 �小学～高校
生５００円、一般１５００円 �同ホール�
７８０-２１１０へ。

ちょこっとサイエンス「雲ってなぁに？」
�８月１３日㈰１４:２５ �＆�こども文

化科学館�７８４-１２２２ �４０人 �要
観覧料 	 

納涼コンサート
�８月１９日㈯１３:００ �＆�サンシテ
ィホール�７８３-２３５０ �ジャズや吹
奏楽演奏 �１２０人 �無料 	 

クリーンランド「各種イベント」
【展望フロア一般開放デー】�８月２０
日㈰１０:００～１５:００（施設見学は１０:１５、
１０:３０、１３:３０。各１５人。	 
） 【家
具リユースコーナー】�同日１０:００～
１１:３０ 	 【食器リユース市】�同
日 【ひろばイベント ペットボトル
輪投げと食器リユース市】�同日１０:００
～１５:００（雨天中止） 	 【市民講
座 マイうちわ作り】�同日１３:００ �
２０人 �８月６日１０:００～２０日１２:００に
�豊中伊丹スリーR・センターへ。

 �いずれも無料 �同センター�
０６-６８４１-８１５２
伊丹市シルバーフェスティバル競技大会
�＆�８月�①２１日㈪９:００＝卓球�
②２５日㈮１３:００＝玉突�③２６日㈯９:１５
＝パターゴルフ�④９月３日㈰９:００
＝囲碁�⑤３日㈰９:３０＝将棋 �①
②③⑤サンシティホール④神津福祉セ
ンター �６０歳以上 �無料 �同ホ
ールか同センターにある申し込み用紙
に必要事項を書いて直接、①８月１０日
②１８日③１９日⑤２７日までにサンシティ
ホール（�７８３-２３５０）、④８月２７日ま
でに神津福祉センター（�７７７-１０２２）
へ
カエボン部 推し漫画教えマンガな！
�８月２４日㈭１０:３０ �＆�中央公民
館�７８４-８０００ �好きな漫画を持ち
寄り交流 �無料（オンライン参加も
可。８月２１日までに同館㋭から電子申
請を） 	
もしもの時に備えて応急手当を学ぼう！
�８月２５日㈮９:３０ �消防局 �３０
人 �無料 ��同局救急課�７８３-
０３２２へ。

大人のためのおはなし会
�８月２５日㈮１４:００ �伊丹アイフォ
ニックホール �絵本の読み聞かせと
演奏で物語の世界を紹介 �５０人 �
５００円 ��か０６-６４３１-２３５１に必要
事項を書いて、８月１８日（必着）まで
に〒６６４-０８５７行基郵便局留め「みち
草倶楽部」へ。
 �みち草倶楽部代
表松島さん
中央公民館「SDGs映画会」
�８月２５日㈮１８:３０、※２６日㈯１０:３０ �
「それでも僕は帰る シリア若者たち
が求め続けたふるさと」（２０１３年。シ
リア。８９分）。戦禍に生きるシリアの
若者たちを追ったドキュメンタリー
�各３０人 �各５００円 �８月２日
１０:００から同館�７８４-８０００（同館㋭か
ら電子申請も可）へ。
 �※のみ。１
歳半～就学前４人（１人３５０円。要予約）
まちプラ交流カフェ
�８月２７日㈰１０:３０ �スワンホール
�「まちづくり」をテーマに交流 �
無料 �市民まちづくりプラザ�７８０
-１２３４（市㋭から電子申請も可）へ
手話サークルアタシカ創立５０周年記念大会
�９月３日㈰１３:００ �伊丹アイフォ
ニックホール �１５００円（小学生５００
円） �８月８日までに同実行委員会
Eメールatasika５０＠gmail.comへ

ひょうご北摂里山ライド２０２３
�１０月２９日㈰８:００ �自転車でひょ
うご北摂地域約９０㌔㍍を巡る �１００
人 �７０００円 �８月１日からスポー
ツエントリー㋭から電子申請を。

�ひょうご北摂里山ライド実行委員会
事務局�０７９７-８３-３１３３

ス ポ ー ツ
ラスタホール「朝活スイム」
�８月２７日㈰８:３０ �４泳法の基礎
を練習 �２０人 �１０００円 �フィッ
トネスラスタ�７８１-４８８８へ。

ストレッチ・エクササイズ
�９月２日～１２月９日の土曜（全４回）
１０:００ �東リ いたみホール �中学
生以上１８人 �４０００円（１回１２００円）
�アイホール�７８２-２０００（７８２-８８８０
も可）へ。

伊丹レディーススポーツ大会
�＆�９月�①３日㈰＝６人制バレー
ボール�②１０日㈰＝９人制バレーボー
ル�③１８日㈷＝バドミントン�④２４日
㈰＝スポンジボールテニス。いずれも
９:００ �①昆陽里小②③④緑ケ丘体
育館 �①②各２０００円③④各６００円
�①８月１５日までに小幡さん
②８月１９日までに松原さん

③９月４日までに相野さ
ん ④８月３１日までに原田
さん へ
神津福祉センター「初心者卓球教室」
�９月１３日～１０月１８日の水曜（全６回）
１３:３０ �６０歳以上１２人 �無料（上
履き・ラケット持参） ��に必要事
項を書いて、８月２３日（必着）までに
〒６６４-０８４２森本１‒８‒１９神津福祉セン
ター（�７７７-１０２２）へ。�

相 談
中央公民館「各種相談」
【※パソコン相談室】�８月５日㈯・
１７日㈭の９:３０～１２:００ 【公民館スマ
ホ相談室（基本操作）】�８月５・１９
日の土曜１３:３０～１５:３０ �いずれも無
料（※はパソコン持参） 	 �中央
公民館�７８４-８０００
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【７月３１日号】トピックス「つくってあそぼ！手
作りおもちゃ教室」「スワンホールの夏祭り」【８
月７日号】市政情報「子どもたちの学びを支える
『土曜学習』」【１４日号】イベントダイジェスト「第
２８回クローバーコンサート」。各号お知らせコー
ナーも。YouTubeで字幕付きの放送あり。

廃食用油・カセットボンベ・刃物・電池類などを回収
併せてフードドライブを実施

ベイ・コミュニケーションズ
�０６-６４１７-７８９２

「伊丹だより」
ケーブルテレビ市広報番組
週替わりでデジタル放送（１１ch）
毎日９：１５、１４：１５、１７：３０、２１：３０に放送

回収日は下表の通り。回収時間はいずれも
９：００～１０：３０（※は１４：００～１５：３０）。
�市環境クリーンセンター�７８２-０９６８

回収場所 回収日
※緑ケ丘体育館 毎週月曜
西野大谷公園、「ふらっと」人権センター 毎週火曜
きららホール、こらくる西側、
※伸幸苑（寺本６） 毎週水曜

市役所駐車場、神津交流センター、
くらしのプラザ 毎週木曜

野間分室、南分室 毎週金曜
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お 知 ら せ

シルバー人材センター入会説明会
�８月１０日㈭１３:３０ �＆�同センタ
ー�７７２-０１６１ �おおむね６０歳以上
�無料 �

つ の る
兵庫県警察官採用試験
試験日は９月１７日㈰ �８月１８日まで
に県警察本部採用センター㋭から電子
申請を �同センター�®０１２０-１４５-
３１４、伊丹警察署�７７１-０１１０
県立神戸高等技術専門学院１０月入校生
	６カ月制の給食調理コース �１８歳
以上の求職者（新規学卒除く） �無
料（教材費別） �７月３１日～８月３０
日に同学院�０７８-７９４-６６３０へ
伊丹アイフォニックホール臨時職員
パソコンの基本操作ができる１人を。
�時間＝①８:４５～１７:３０、②１３:１５～
２２:００の土・日曜、祝日を含む週５日
の変則勤務�日給＝①８１６０円②９１８０円
�市販の履歴書に必要事項を書いて、
８月１５日までに直接か郵送（必着）で
〒６６４-０８９５宮ノ前１‒３‒３０伊丹アイフ
ォニックホール（�７８０-２１１０）へ。
書類選考後、面接あり
２０２３伊丹国際クラフト展「ジュエリー」作品
１１月１８日～１２月２４日に開催する、テー
マ「ジュエリー」の作品を。応募資格
は問いません。８月３日までに出品料
�一般＝９０００円�学生＝４０００円を払い
込むことで受け付け完了 �詳しくは
市立伊丹ミュージアム（�７７２-５５５７）
㋭から確認を

講 座 ・ 講 演
市民講座「植物（巨木）の面白い話」
�８月２４日㈭１０:００ �総合教育セン
ター �３０人 �無料 �８月１～１８
日に市みどり自然課�７８０-３５２１へ。


賢い商品選択～景品表示法を学ぼう
�８月２６日㈯１０:００ �伊丹商工プラ
ザ 	身の回りの不当な広告表示など
を学ぶ �２０人 �無料 �消費生活
センター�７７２-０２６１（�７７５-３８１１も
可）へ。

相続・遺言・認知症対策セミナー
�８月２６日㈯１３:３０ �東リ いたみホ
ール �１０人 �無料 ��NPO法
人相続遺言・交通事故支援センターの
金岡さん へ。

人権セミナー「生きづらさってなんだろう研究所」
�９月１日㈮１８:３０ �中央公民館

てんてん

	ゲスト 漫画家 細川貂々さん �３０

人 �無料 �８月２日１０:００から同
館�７８４-８０００（同館㋭から電子申請
も可）へ。

ここいろ「メディア・リテラシー講座」
�９月２～１６日の土曜（全３回）１３:３０
	ジェンダー視点でメディアとの付き
合い方を学ぶ �２０人 �無料 �８
月１日から同所�７８１-５５１６（同所㋭
から電子申請も可）へ。
 １歳～
就学前６人（１人１回３００円。要予約）
名作オペラからみる西洋史～アートを中心に
�９月９日㈯１３:３０ �きららホール
�１５人 �６００円 �８月１２日から同
ホール�７７０-９５００へ。

ラスタホール「各種講座」
【①小野恭靖の古典文学塾～伊勢物語
の世界】�９月１１日～１２月４日の月曜
（全４回）１４:００ �若干名 �４０００円
【②シニア世代向けの新NISA講座】�
９月２２日㈮１４:００ �４０人 �無料
�①８月３日から②随時同ホール�
７８１-８８７７へ。


子育て・子育ち
こらくる「各種イベント」
【８月のテレホン童話】	２４時間いつ
でも同所㋭か�７７２-６１５５、�７７２-６１５６
で、はせがわのりこさん作「みーちゃ
んのたね」が聴けます 【スライムを
作ろう！】�８月７日㈪１０:３０、１４:００
�幼児～小学生各６人（幼児は保護者
同伴） �無料 � 
 【絵本を楽
しもう！】�８月１２日㈯１１:００ �幼
児とその保護者５組 �無料 � 

【こらくる放課後クラブ】�８月１６・
２３日の水曜１６:００（雨天中止） �小
学生各２０人 �無料 � 
 【ママ
が笑顔になるゆったりヨガ】�９月８
日㈮１０:１５ �３歳児までとその保護
者１０組 �５００円 �８月３日から同
所へ。
 �同所�７６７-７６７６
図書館神津分館「あかちゃんからのおはなし会」
�８月１日㈫１０:３０、１１:００ �乳幼児
とその保護者各５組 �無料 � 

�同分館�７６４-５９９１
図書館南分館「各種イベント」
【赤ちゃんのおはなし会】�８月３日
㈭１０:３０、１１:００ �２歳以下各１０組
【平和のおはなし会】�８月４日㈮
１０:３０ 	平和絵本の読み聞かせ �
小学生１５人 【幼児さんのおはなし会】
�８月５日㈯１０:３０ �３～５歳１５人
【紙芝居をつくろう！】�８月７日㈪
１０:００～１１:１５ �幼児～小学生１０人
�いずれも無料 � 
 �同分館�
７８１-７３３３
図書館北分館「各種イベント」

キ タ

【夏休みこどもＫＩＴＡシネマ】�＆
	８月�３日＝「おしりたんてい４プ
プッかいとう たい たんてい」（２０１９
年。日本。８０分）�１０日＝「ピノキオ」
（１９４０年。アメリカ。８８分）。いずれも
木曜１４:００ �小学生以下各３０人 �


 【平和を語るおはなし会】�８月
６日㈰１１:００ 	平和図書の読み聞か
せなど �小学生以上 � 【親子で
たのしむおはなし会】�８月１１日㈷
１０:３０ �乳幼児とその保護者 �
�いずれも無料 �同分館�７７０-
０５１９
きららホール「各種イベント」
【おもちゃ病院】�８月４・１８日の金
曜１３:３０～１６:００ 	壊れたおもちゃの
修理 �無料（材料費別） � 【光
甲さんのふぁみりー寄席】�８月６日
㈰１４:００ �４０人（就学前は保護者同
伴） �無料 � 
 【えいごであ
そぼ☆バスタオルを使ってあそぼう】
�８月３１日㈭１０:３０ �歩ける就学前
とその保護者２０組 �６００円 �８月
３日から同ホールへ。
 �同ホール
�７７０-９５００
図書館西分室「各種イベント」
【絵本ガチャぽん！】�＆	８月４日
㈮から ガチャぽんを引いて、出てき
た数字の絵本を貸し出し �３歳～就
学前５０人（定員に達し次第、終了） �

 【おはなし会】�８月８日㈫１１:００

�２歳以上 �いずれも無料 � �
同分室�７８４-８０２１
中央公民館「子育てサロン」
�＆	８月�９日＝わらべうた�２３日
＝夏まつり。いずれも水曜１０:００～１５:００
�就学前とその保護者 �無料 �
�同館�７８４-８０００
サイエンス講座＠スワンホール
�＆	８月�１１日㈷＝①燃料電池で発
電する実験�２０日㈰＝②光の性質や技
術についての実験や実演。いずれも
１０:００ �スワンホール �①小学生
とその保護者②小学４年～中学生とそ
の保護者。各３０人 �各８００円 �①
８月１～７日②８月１～１０日に同ホー
ル�７７９-５６６１へ。�
未来を育むスワンキャンプ
�＆	８月�１９日①１０:３０、②１３:００＝
プログラミング体験�２６日③１０:３０＝
「お芋スイーツ開発のしごと」に挑戦。
いずれも土曜 �スワンホール �①
小学１～４年生とその保護者②３～６
年生とその保護者。各２０人③小学２年
～中学生とその保護者３０人 �①②各
８００円③５００円 �①②８月１～１０日③

記事中の記号の見方は上段の「６・７面の記号の見方」をご覧ください

６
・
７
面
の
記
号
の
見
方

�…日時 �…場所 �…内容 �…対象・定員 �…料金
�…申し込み方法 �…問い合わせ先 	…一時保育あり

…電話（で） �…ファクス（で） �…当日直接、会場へ
…切手を貼ったはがき（で） �…往復はがき（で）
�…先着順 ㋭…ホームページ �…応募多数の場合は抽選
＊申し込みがはがきか往復はがき、ファクスの場合
は、次の必要事項を必ず書いてください。
必要事項…郵便番号、住所、氏名（ふりがな）、年齢、電話

番号（あればファクス番号も）、講座・行事名、コース名など
＊往復はがきの場合は返信用に郵便番号（７けた）、
住所、氏名も記入しておいてください。

８月の相談窓口

△！電話番号はよく確かめてからおかけください

司 法 書 士 相続不動産登記・借金・離婚手続など日常の心配事
平日１０：００～１２：００ ※事前予約は２枠 市市民相談課（市役所４

階）☎７８４‒８０１１
※相談は先着予約制。
【不動産】前日１２：００まで
に電話受け付け
【その他】▷事前＝１週
間前～前日の１０：００～
１７：００に電話受け付け▷
当日＝窓口は９：００か
ら。（１０：００から電話も可）
※同じ内容についての相
談は原則１回

弁 護 士 不動産・相続・離婚・近隣トラブルなど法律全般
火・木曜の１３：００～１６：００ ※事前予約は２枠

登 記 等 各種表示登記・土地境界・測量など
２日１３：００～１５：００（土地家屋調査士）

国 県 等 行 政 １８日１３：００～１６：００（行政相談委員）

不 動 産 土地建物の売買・賃貸借など
２５日１３：００～１４：００（宅建協会役員）

税 理 士 １４日１３：００～１６：００ ※事前予約は２枠
弁 護 士（ 交 通 事 故 ） ２３日１３：００～１６：００

人 権
１７日１３：００～１６：００（人権擁護委員）

１２日１３：００～１６：００�７８１-６００６（人権擁護委員） 「ふらっと」人権センター
８月９日㈬までに要予約

消 費 生 活
平日９：００～１２：００、１３：００～１６：１５☎７７５‒１２９８または☎１８８ 消費生活センター
土・日曜、祝日
電話相談１０：００～１６：００☎１８８

国民生活センター
消費者ホットライン

女性のためのカウンセリング １・８・１５・２２・２９日１０：００～１４：００、２５日１６：００～２０：００
（要予約）（女性相談員）※

男女共同参画センター
ここいろ
�７８１‒５５１６

※一時保育有。１歳～就
学前。相談日１週間前ま
でに要予約

女性のための悩み電話相談 ６・７・１４・２１・２８日１０：００～１４：００�７８１‒５５３１（女性相談員）
女性のためのチャレンジ相談 １０日１０：００～１４：００（要予約）（女性相談員）※
女性のための法律相談 ２６日１０：００～１３：００（要予約）（女性弁護士）※
男性のための悩み電話相談 ５日１５：００～１８：００�７８１‒５５３２（男性相談員）

セクシュアルマイノリティ相談 【電話相談】４・１８日１５：００～１８：００�７６７‒１０１２【メール相談】随時（女性相談員）

就 労 支 援 相 談 ２５日９：００～１２：００（要予約）（ハローワーク伊丹マザ
ーズコーナー職員） 女性、子育て中の就労相談

DV被害者のためのグル
ープカウンセリング １８日１９:００～２０:００（要予約）�ここいろ 市男女共同参画課�７８４－

８１４６ 市㋭から予約も可

労 働

第２・３水曜１３：００～１７：００
主に１５～４９歳の無業の人対象の就労相談（要予約）

宝塚地域若者サポート
ステーション
☎０７９７‒６９‒６３０５

第１・３土曜１３：００～１６：００（予約可）仕事に関する問
題（賃金、就職、解雇、社会保険、年金など）全般の相
談（社会保険労務士）

スワンホール
☎７７９‒５６６１

犯罪被害者等支援相談 犯罪被害者及び遺族への支援金などの相談 月～金
曜の９：００～１７：３０

犯罪被害者等支援総合相談窓口
�７６７-１０６３

Ｄ Ｖ 相 談 配偶者やパートナーからの暴力に関する相談
月～金曜（祝日除く）の９：００～１７：３０（まずは電話を） ＤＶ相談室☎７８０‒４３２７

教 育

【来所相談】平日９：００～１８：００（水曜は１７：００まで）
土曜９：００～１７：００☎７８０‒２４８４（要予約）【電話相談】
平日９：００～１８：００（水曜は１７：００まで） 土曜９：００
～１７：００☎７７２‒６１７１。いずれも幼稚園児～高校生と
その保護者

総合教育センター
☎７８０‒２４８０

青 少 年

【来所相談】平日１０：００～１７：００�７８０-３５４０（要予約）
【電話相談】平日１０：００～１７：３０�７７０-８７４２【メール
相談】随時（市㋭から）

少年愛護センター

【来所相談】第３土曜１５：００～１７：００（要予約） 青少年センター
�７７９-５６６１

仕 事 ・ 暮 ら し
生活が苦しい・仕事さがし・ひきこもりなど 平日
９：００～１７：３０（予約優先）（相談支援員・就労支援員
・修学支援員・アウトリーチ支援員）

くらし・相談サポートセ
ンター（市役所１階）

☎７８０‒４３４４

高 齢 者 福 祉 月～金曜の９：００～１７：３０☎７８７‒６７９７Ⓕ７８７‒６９１１ 伊丹市地域包括支援セン
ター（いきいきプラザ内）

障がい者
生活・就労相談 伊丹市地域生活支援センター（いたみいきいきプラザ内）☎７８７‒６７９８Ⓕ７８７‒６９１１

生 活 相 談 【身体】アイ愛センター☎７７２‒０２２１Ⓕ７８０‒２８９７【知的】ウィズゆう☎７７７‒７４７１
Ⓕ７７９‒３０７７【精神】いたみコミュニティケアセンター☎７７７‒２１２１Ⓕ７７７‒１１１６

子 育 て
月～金曜の９：００～１７：３０、土・日曜の９：００～１７：００（第３
日曜、祝日除く）対象：乳幼児を育てる保護者【オンラ
イン相談】不定期。日時指定、１回３０分程度

子育て支援センター
☎７７１‒１１５２Ⓕ７７２‒４５６０

家 庭 児 童 相 談 平日９：００～１７：３０☎７８０‒３５１８ 市こども福祉課母子・寡婦・父子相談
外国人（がいこくじん）
の 相 談（ そ う だ ん ）

外国語で話すとき通訳の機械を使います 月～金曜
の９：００～１７：３０（予約をしてください）☎７８４‒８１４８

市同和・人権・平和課
Ⓕ７８０‒３５１９

かっこ内は休業日 市外局番は「０７２」
電話 ファクス

市 役 所（土・日・祝） ７８３-１２３４
（代表）

７８４-８１０７
（広報課）

・神津支所（土・日・祝）
・北支所（土・日・祝）
・西分室（土・日・祝）
・南分室（土・日・祝）
・野間分室（土・日・祝）
人権啓発センター（土・日・祝）
くらしのプラザ（土・日・祝）
消防局
上下水道局（土・日・祝）
交通局
伊丹病院
環境クリーンセンター（土・日）

７８２-２２１８
７８１-０１５３
７７９-４３３２
７７２-１００１
７７７-６８３０
７８１-６００６
７８２-８２６１
７８３-０１２３
７８３-１６００
７８１-３７５１
７７７-３７７３
７８２-０９６８

――
――
――
――
――

７７９-６２２４
――

７８３-４９９９
７８３-４６０９
７８１-５７１１
７８１-９８８８
７７５-３１７９
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伊
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広
報
８
面

０
８
０
１
０
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藤
井
❶
井
❷
井
❸
堀
❹
井
❺
井
❻
井
❼
井
❽
井

憧
れ
の
球
場
ア
ナ
ウ
ン
ス

粘
り
強
さ
で
つ
か
ん
だ
夢

市
内
で
ヨ
ガ
・
ピ
ラ
テ
ィ
ス
教
室

の
講
師
を
務
め
る
鎌
田
里
恵
さ
ん

（
４０
）。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
伊
丹
ア
ス

リ
ー
ト
ク
ラ
ブ
」
の
一
員
と
し
て
ス

ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
の
司
会
な
ど
も
行

っ
て
い
ま
す
。
鎌
田
さ
ん
の
前
職
は

北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

（
以
下
、日
本
ハ
ム
）の
球
団
職
員
。

し
か
し
野
球
好
き
の
両
親
が
テ
レ
ビ

の
チ
ャ
ン
ネ
ル
権
を
独
占
す
る
の
で

「
子
ど
も
の
頃
は
野
球
が
嫌
い
で
し

た
」。けれ

ど
、
中
学
生
の
頃
に
見
た
地

元
・
北
海
道
の
旭
川
実
業
高
校
の
全

国
高
校
野
球
選
手
権
大
会
ベ
ス
ト
８

の
大
躍
進
を
き
っ
か
け
に
野
球
の
面

白
さ
に
の
め
り
込
み
、
高
校
・
大
学

在
学
時
に
は
野
球
部
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

を
務
め
ま
し
た
。

大
学
時
代
に
は
明
治
神
宮
球
場
で

全
日
本
大
学
野
球
選
手
権
大
会
の
ア

ナ
ウ
ン
ス
を
経
験
し
、

球
場
ア
ナ
ウ
ン
ス
の
面

白
さ
に
気
付
き
ま
す
。

し
か
し
プ
ロ
野
球
の

球
場
ア
ナ
ウ
ン
ス
の
求

人
は
非
常
に
狭
き
門
。

一
度
は
一
般
企
業
に
就

職
し
ま
す
が
夢
を
諦
め

き
れ
ず
、
プ
ロ
野
球
１２

球
団
に
何
度
も
問
い
合

わ
せ
る
な
ど
求
人
情
報

を
探
し
続
け
ま
し
た
。

社
会
人
２
年
目
の
１２

月
、
東
京
ヤ
ク
ル
ト
ス

ワ
ロ
ー
ズ
２
軍
と
読
売
ジ
ャ
イ
ア
ン

ツ
３
軍
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
を
請
け
負
う

派
遣
会
社
の
求
人
を
つ
い
に
発
見
。

翌
日
に
は
北
海
道
か
ら
東
京
へ
飛
び

立
ち
、
プ
ロ
野
球
の
球
場
ア
ナ
ウ
ン

ス
の
仕
事
を
つ
か
み
取
り
ま
す
。

翌
年
３
月
か
ら
同
社
が
日
本
ハ
ム

２
軍
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
を
請
け
負
う
こ

と
に
な
り
、
北
海
道
出
身
の
鎌
田
さ

ん
が
日
本
ハ
ム
の
試
合
を
担
当
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

狭
き
門
を
く
ぐ
り
抜
け
て
夢
を
叶

え
、
数
年
後
に
は
日
本
ハ
ム
球
団
職

員
に
も
な
っ
た
鎌
田
さ
ん
で
す
が
、

転
職
活
動
中
も
過
去
の
試
合
映
像
を

見
な
が
ら
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
練
習
を
欠

か
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
数
少
な
い
チ

ャ
ン
ス
が
巡
っ
て
き
た
と
き
に
逃
さ

ず
つ
か
み
取
れ
た
の
は
、
粘
り
強
く

地
道
な
練
習
を
重
ね
た
成
果
だ
っ
た

と
振
り
返
り
ま
す
。

鎌
田
さ
ん
の
い
る
放
送
室
で
は
、

登
板
予
定
の
な
い
投
手
陣
や
リ
ハ
ビ

リ
中
の
選
手
達
が
集
ま
っ
て
試
合
を

見
る
こ
と
が
多
か
っ
た
そ
う
で
す
。

そ
の
際
、「
何
時
間
で
も
楽
し
そ
う

に
ア
ナ
ウ
ン
ス
し
て
る
よ
ね
」
と
よ

く
声
を
か
け
て
も
ら
っ
た
こ
と
は
、

今
で
も
思
い
出
す
と
励
み
に
な
る
言

葉
だ
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
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�６月２７日、日機装㈱
から学校園に通う子ど
もたちの安全・安心の
ため「空間除菌消臭装
置エアロピュアシリー
ズＭ、エアロピュアシ
リーズＳ」計１０２台の
寄付を頂き、藤原市長
から同社執行役員の渡

辺恭介さん（写真左）に感謝状を贈りました。同シリーズMは、
令和３年第１５回キッズデザイン賞の受賞作品に選ばれていま
す。頂いた同装置は、市内の学校園で活用しています。

�ＪＩＣＡ海外協力隊
員としてマダガスカル
共和国で小学校教育を
通じ、コミュニティー
開発を行う松本海さん
（同右）が出発を前に
市役所を訪れ坂本副市
長を表敬訪問しまし
た。副市長は「伊丹の
若い人たちに経験したことを還元してほしい。がんばってくだ
さい」と激励しました。

地球にも家計にも
優しい暮らし

省エネに協力を

市
は
、「
市
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ

ィ
宣
言
」
に
基
づ
き
地
球
温
暖
化
防

止
を
目
的
に
効
率
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

利
用
を
推
奨
し
て
い
ま
す
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
量
が
増
え
る

夏
、
健
康
な
ど
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な

い
範
囲
で
次
の
通
り
省
エ
ネ
に
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
室
内
の
冷
や
し
過
ぎ
に
注
意

し
、
無
理
の
な
い
範
囲
で
室
温
を
調

整
す
る
▽
日
中
は
ブ
ラ
イ
ン
ド
な
ど

で
窓
か
ら
の
日
差
し
を
和
ら
げ
る
▽

照
明
の
明
る
さ
を
下
げ
る
▽
テ
レ
ビ

は
省
エ
ネ
モ
ー
ド
に
設
定
し
、
見
て

い
な
い
と
き
は
消
す
▽
資
源
エ
ネ
ル

ギ
ー
庁
の
「
省
エ
ネ
ポ
ー
タ
ル
サ
イ

ト
」「
夏
季
の
省
エ
ネ
・
節
電
メ
ニ

ュ
ー
」
の
中
か
ら
各
家
庭
に
合
っ
た

省
エ
ネ
対
策
を
実
践
。

問
市
グ
リ
ー
ン
戦
略
室
�
７８４
・
８

０
５
４
。

み
ん
な
の
お
う
ち
に
太
陽
光

登
録
者
を
募
集

市
は
、「
み
ん
な
の
お
う
ち
に
太

陽
光
」
共
同
購
入
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で

太
陽
光
パ
ネ
ル
（
１０
㌔
㍗
未
満
）
や

蓄
電
池
の
設
置
を
希
望
す
る
人
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

設
置
物
と
市
場
価
格
か
ら
の
割
引

率
は
▽
太
陽
光
パ
ネ
ル
（
４.４
㌔
㍗
）

�
１９
・
８
％
引
き
▽
太
陽
光
パ
ネ
ル

＋
蓄
電
池
（
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
型
。
４.４

㌔
㍗
＋
７
・
０４
㌔
㍗
時
）
�
２９
・
１

％
引
き
▽
蓄
電
池
（
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

型
。
６.５
㌔
㍗
時
）
�
３５
・
５
％
引

き
。事

前
見
積
も
り
・
現
地
調
査
・
最

終
見
積
も
り
を
確
認
し
て
か
ら
購
入

の
判
断
が
で
き
ま
す
。

申
し
込
み
は
、

８
月
３１
日
ま
で
に

「
み
ん
な
の
お
う

ち
に
太
陽
光
」
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
サ
イ
ト
（
左
上
二
次
元

コ
ー
ド
か
ら
読
み
取
り
可
）
か
ら
電

子
申
請
を
。

問
兵
庫

阪
神
神
戸
み
ん
な
の
お

う
ち
に
太
陽
光
事
務
局
�®
０
１
２
０

・
７２８
・
３００
。

マ
イ
ボ
ト
ル
で
エ
コ

給
水
ス
ポ
ッ
ト
の
利
用
を

市
と
市
上
下
水
道
局
は
、
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
ご
み
減
量
の
た
め
、
マ
イ
ボ

ト
ル
の
推
進
を
行
っ
て
い
ま
す
。

市
内
６
カ
所
に
設
置
す
る
給
水
ス

ポ
ッ
ト
で
は
、
オ
ゾ
ン
・
活
性
炭
処

理
に
よ
る
高
度
浄
水
処
理
を
行
っ
た

安
全
・
安
心
な
お
い
し
い
「
い
た
み

の
水
」
を
無
料
で
、
マ
イ
ボ
ト
ル
に

く
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

給
水
ス
ポ
ッ
ト
設
置
場
所
は
▽
伊

丹
ス
カ
イ
パ
ー
ク
▽
緑
ケ
丘
体
育
館

▽
伊
丹
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
▽
ス
ワ

ン
ホ
ー
ル
▽
市
役
所
１
階（
右
写
真
）

▽
市
上
下
水
道
局
１
階
。

【
ス
テ
ッ
カ
ー
配
布
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
】
８
月
３１
日
㈭
ま
で
、
イ
オ
ン
モ

ー
ル
伊
丹
（
藤
ノ
木
１
）
３
階
の
イ

オ
ン
ス
タ
イ
ル（
暮
ら
し
の
フ
ロ
ア
）

で
。水

筒
売
り
場
で
水
筒
を
購
入
し
た

先
着
１
千
５００
人
に
、「
マ
イ
ボ
ト
ル

啓
発
ス
テ
ッ
カ
ー
」
を
配
布
し
ま

す
。問

市
上
下
水
道
局
経
営
企
画
課
�

７８３
・
１
６
０
０
。

セ
ー
ブ

ザ

フ
ュ
ー
チ
ャ
ー

Savethefuture

い
た
み

㏌
イ
オ
ン
モ
ー
ル
伊
丹
昆
陽

８
月
５
日
㈯
・
６
日
㈰
の
午
前
１０

時
〜
午
後
６
時
、
イ
オ
ン
モ
ー
ル
伊

丹
昆
陽
（
池
尻
４
）
１
階
の
光
の
広

場
で
。

内
容
は
▽
地
球
温
暖
化
が
進
行
し

た
将
来
の
地
球
を
体
感
す
る
Ｖ
Ｒ
シ

ア
タ
ー
▽
水
素
・
電
気
自
動
車
の
展

示
▽
水
素
実
験
教
室
―
―
な
ど
。

無
料
。
当
日
直
接
、
会
場
へ
。

問
市
グ
リ
ー
ン
戦
略
室
�
７８４
・
８

０
５
４
。

環
境
ポ
ス
タ
ー
・
標
語

募
集
し
ま
す

市
は
、「
環
境
に
関
す
る
こ
と
」を

テ
ー
マ
に
、
令
和
５
年
度
環
境
ポ
ス

タ
ー
と
標
語
を
募
集
し
ま
す
（
１
人

１
作
品
）。

対
象
は
、
市
内
在
住
・
在
学
の
小

・
中
学
生
、
特
別
支
援
学
校
（
高
等

部
除
く
）
の
児
童
・
生
徒
。

入
選
者
に
は
賞
状
と
記
念
品
あ

り
。�

９
月
１
日
ま
で
に
▽
ポ
ス
タ
ー

�
四
つ
切
画
用
紙
に
水
彩
絵
の
具
や

ク
レ
ヨ
ン
で
描
き
、
裏
に
氏
名
、
学

校
名
、
学
年
、
組
を
▽
標
語
�
各
学

校
や
市
役
所
４
階
の
生
活
環
境
課
に

あ
る
応
募
用
紙
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
可
）
に
―
―

書
い
て
、
直
接
、
同
課
（
�
７８１
・
５

３
７
１
）
へ
。

記

録（
敬
称
略
）

●
第
４５
回
全
日
本
け
ん
玉
選
手
権

記
念
大
会
▽
第
３
位
�
尾
畠
琴
真
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

吉
本
新
喜
劇

松
浦
景
子
さ
ん

吉吉
本本
新新
喜喜
劇劇

松松
浦浦
景景
子子
ささ
んん

著
書
出
版
を
市
長
に
報
告

本
市
出
身
で
吉
本
新
喜
劇
バ
レ
リ

ー
ナ
芸
人
の
松
浦
景
子
さ
ん
（
写
真

左
）
が
、
自
身
２
冊
目
の
著
書
「
松

浦
景
子
の
バ
レ
エ
あ
る
あ
る
キ
ラ
キ

ラ
★
」
の
出
版
報
告
に
藤
原
市
長
を

表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。

松
浦
さ
ん
は
、
新
ネ
タ
が
盛
り
だ

く
さ
ん
の
同
書
か
ら
、
ネ
タ
を
披

露
。「
バ
レ
エ
に
触
れ
る
こ
と
が
少

な
い
人
に
も
私
が
案
内
人
と
し
て
入

り
口
を
作
れ
た
ら
嬉
し
い
で
す
」
と

話
し
ま
し
た
。

今
夏
は
、
バ
レ
エ
の
舞
台
に
も
出

演
予
定
の
松
浦
さ
ん
が
「
体
も
絞
り

ま
す
！
」
と
意
気
込
み
を
語
る
と
、

藤
原
市
長
は
「
前
回
お
会
い
し
た
時

よ
り
、
舞
台
で
の
活
躍
や
座
長
の
経

験
な
ど
を
経
て
、
大
き
く
成
長
さ
れ

た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
本
市
出
身
の

松
浦
さ
ん
が
活
躍
し
て
く
れ
て
い
る

こ
と
に
感
謝
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
が
ん

ば
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
激
励
し
ま
し

た
。松

浦
さ
ん
か
ら
は
市
民
の
皆
さ
ん

に
向
け
「
い
つ
も
支
え
て
く
だ
さ
り

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
伊
丹
出

身
と
し
て
、
さ
ら
に
大
き
く
な
れ
る

よ
う
こ
れ
か
ら
も
一
層
が
ん
ば
り
ま

す
の
で
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。
伊
丹
大
好
き
っ
！
」
と
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
頂
き
ま
し
た
。

昆虫館「みんなの推し虫」
１０月２３日㈪まで、昆虫館で「みんなの推し虫」を開
催します。
同館学芸員などの「イチオシの虫」を紹介。標本だ
けでなく、生きた虫も展示します。
要入館料。

昆虫館�７８５-３５８２
あんどん

「鳴く虫と行灯」作品募集
「鳴く虫と郷町」の開催期間（９月８～１７日）に伊
丹スポーツセンターで展示するあんどんに貼る作品を
募集します。
先着４８枚。４９枚目以上は同館ロビーに展示
�伊丹スポーツセンターにある応募用紙（同センタ
ーホームページからダウンロード可）に作品を描いて
８月１～３１日に直接▷同センター▷東リ いたみホー
ル▷アイホール▷ラスタホール（各施設の開館時間）
に提出を。詳しくは同センター（�７８３-５６１３）ホー
ムページで確認を。

伊丹スカイパーク
スカイビアガーデン

【日時】８月２７日までの土・日曜、祝日の午後４～８時
【会場】伊丹スカイパーク中央エントランススカイシ
ョップ（テーブル席９席。芝生エリアやベンチの利用
も可）
入場無料。
伊丹スカイパーク パークセンター�７７２-３４４７

！発行日までに広報伊丹が届かないときはジャパンメッセンジャーサービス㈱�®０１２０－６３－３２３２、ファクス０１２０－６４－３２３７へ


